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●移ろいゆく山の風景
　「林鉄があったころは，軌道から上はまだ植えたばっかりで…」。蒼

あお

々
あお

とした梢
こずえ

を高

く並べるヒノキ林を前に，先輩の話に漠然と昔を想像したのは駆け出しのころ，それ

ももはや遠い昔の思い出になってしまいました。もう若くはない年齢になると，物事

の変化が気になりだすようです。昔植えた木が大きく育つのを見るように，森林の変

化を実感できるからでしょうか。あるいは，やがて自分も時間の流れに押しやられて

いく，その予感が強まるからでしょうか。

　20年前に種を播
ま

いて育てたカンバの苗は 15mに育ち，ブナの切り株に生えたナラ

タケやナメコを採りながら調査したカラマツの新植地は今や鬱
うっ

蒼
そう

とした林になって，

調査地の入り口もわかりません。一方で山で働く人の姿はめっきり少なくなり，やせ

た林道を普請する人，巻き上げられる架線が唸
うな

る音，土場を埋めてはい積み
4 4 4 4

された丸

太も，今は昔の話です。道はよくなりましたが，ムラには担当区事務所も小学校もな

くなり，無住の農家と植林された耕作放棄地ばかり目立つようになりました。

　変化したのは，山ばかりではありません。林学や営林といった筆者には愛着のあっ

た言葉は退場し，林業の役割は，ときに木材生産よりも環境保全であるとさえ考えら

れるようになりつつあります。最近は，自治体などの若手の技師さんたちの話を聞く

と，間伐の目的として木材生産への貢献を挙げずに，水源かん養機能の発揮や生物多

様性の保全のみを言う人が 2～ 3割近くもいて驚かされます。冒頭に書いたように，

若いころ，先輩の話を聞いて，山の物事もずいぶん昔とは変わったのだろうなと思っ

論 壇

林業技術は共有
されているか
－もっと議論を－

（独）森林総合研究所関西支所 地域研究官

大
おお

住
すみ

克
かつ

博
ひろ

　1955年生まれ。林野庁入庁後，長野営林局，同野尻
営林署に勤務の後，1984年に林業試験場東北支場に移
る。その後は熱帯農業研究センター，森林総合研究所東
北支所を経て現在は同関西支所勤務。関心のある分野は，
造林学，樹木の生活史，人と森林の関係史など。著書等
に「長伐期林の実際」，「森の生態史」などがある。
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たわけですが，その後のわずか四半世紀で，自らこれほどの変化を経験することにな

ろうとは，とても思い及びませんでした。

●木材生産から環境へ
　70年代初め，思春期の終わりごろに，尾瀬や富士スバルラインにかかわる自然保

護運動の高まり，そして大石武一長官に率いられた環境庁の発足に強く影響を受け

た私は，その後，林科に進学して登山を始めて，拡大造林末期の荒涼たる天然林の大

面積伐採跡地を，しばしば目
ま

の当たりにしました。このような個人的経験から，自然

保護や環境保全には思い入れがあるつもりです。しかし，近年の林業周辺 1）におけ

る木材生産から環境へのシフトには，どうもなじめないものを感じます。その理由

は，一つには，ここまで築き上げてきた木材生産の看板を，そう簡単に後ろに引いて

しまってよいものかという素朴な抵抗感であり，二つには，われわれは「環境のため」

という言葉を，本当に自分のものにできているだろうかという疑問です。社会に環境

や生態系の保全を望む声が大きいのは明らかであり，それらを反映して林政の舵
かじ

が大

きくきられたのは当然でしょう。しかし，林業を巡るあらゆる局面に環境という文言

がちりばめられ，民有林経営においてさえ多様性保全などという言葉が使われるのを

聞くと，何か違和感を持ってしまうのです。

　以前は，林業を巡る経済と公益の対立がずいぶん論じられましたが，いつの間にか，

林業界でも公益重視に近い考えが主流になってしまったようです。しかし皮肉な見方

をすれば，これは公益が経済に勝ったわけではなく，経済だけでは持ちこたえきれな

くなったので，公益を取り込んだのだと取ることもできます。この間，果たしてわれ

われは十分な議論を重ね，そのうえで納得して公益にシフトしてきたのでしょうか。

われわれが環境や生物多様性の保全を口にするときに，林業技術者としてどれほどの

切実さと価値観を，そこに込めることができているのでしょうか 2）。

　日本の近代における森林資源管理，特に国有林のそれは，明治末期から大正期にか

けての特別経営，昭和初期の恒続林思想の浸透と天然更新汎
はん

行
こう

，戦時林政における保

続の放棄と戦後の拡大造林，そして現在進行している環境そして広葉樹を主とした生

物多様性へのシフトと，何度も振り子のような動きを繰り返してきました。そのうち，

特別経営や戦後の林力増強計画のような拡大造林は，木材生産力の拡大を目的に，主

としてその機能に特化した人工林を，周囲の生態系からは独立した存在として整備し

ていくものです。機能の追求，周囲との関係性の希薄化という意味で，森林資源政策

における近代主義，モダニズムといえるでしょう。そして 1970年代以降，その限界

が明確になり始めたときに，今度は環境や生態系の保全，そして公益的機能の発揮が，

拡大造林に取って代わるものとして出現しました。

　モダニズムの克服には，その批判的総括と，多様性を認める新たな柔軟な価値観の

提示という作業が必要です。しかるに，1970年代以降の森林資源政策における環境

へのシフトは，林業界内部のバネによるものではなく，産業構造の変化に伴う林業の

経済性の悪化という外圧の下に推移してきたように思われます（手束，1971）。そして，

1）本稿でいう林業には，木材生産林業，森林管理，林業政策執行，林学研究などを含んだ広い意味を代表さ
せてある。その意味では本誌の読者一般としてもよい。

2）現在，環境保全や生態系への配慮，そして公益的機能の発揮などの社会的要請と施業技術が取り結んでい
る状況については，鈴木（2001），中村（2002）などが参考になる。
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そのシフトは，昨日まで拡大造林を支えてきた側により，とりあえず行われたのです。

このような出自により，環境へのシフトは，拡大造林というモダニズムに対する批評

性と，その批判に基づいて新たな価値観を模索するための十分な議論と合意を欠いた

まま，進められてきたように思います。その帰結として，昨今の林業技術は，環境や

生態系という言葉を盾に取ったまま，思考停止しているように感じられてなりません。

拡大造林を克服するための多様な価値や技術の開発に努力を傾注する代わりに，思い

つきの羅列をしてはいないでしょうか。

●昔はみんな議論をしていた
　林業の歴史の中で，物事が変わるときに，要所要所で活発に議論が交わされてきた

ことを忘れてはなりません。私は以前，戦後の拡大造林の理想とその後実現された状

況の違いを，本誌上で先輩諸氏に問うたこと（大住，2000）があります。その後，い

くつかの資料をお教えいただき，当初作成された国有林生産力増強計画（昭和 33年）

が国有林木材増産計画（昭和 36年）へと入れ替わる中で，理想が現実に飲み込まれ

ていった過程（萩野，1999）があったことなどを学びました。そして何よりも，これ

らの方針は無批判に受け入れられたわけではなく，そこでは実にさまざまな議論が

重ねられていたことに驚かされました。最も有名なのは，拡大造林の理論闘争として

行われた森林経理学論争でしょう。論争は本誌上で，林野庁計画課の小澤今朝芳氏と

東大の嶺 一三教授の間で始められるわけですが，やがてそれは林学界の重鎮から地

方の読者まで巻き込み，一方では，若手による旧体制打破という世代間抗争の一面も

見せるようになります。議論の主題も造林学や技術者論 3），果ては林学会のあり方に

まで波及し，以後数年にわたり誌上でにぎやかに繰り広げられました（南雲，2004）。

　昭和 30年代の『林業技術』誌（日本林業技術協会，現日本森林技術協会刊。現『森

林技術』）や『山林』誌（大日本山林会刊）をご覧になっていただければ，当時いか

に議論が活気を呈していたかを実感していただけるでしょう 4）。一例を挙げれば，『山

林』で中村賢太郎博士が密度理論による密植を批判すれば，翌月，本誌で京大の四手

井綱英教授がこれに弁明し，その同じ誌面で林野庁の技術導入姿勢を批判する。する

と今度は林野庁の伊藤清三研究普及課長が，やはり本誌上で四手井教授をたしなめる

といった具合で，多くの論者が入れ替わり登場して，主張，批判，反論，弁明が飛び

交います。あるときは高飛車に出たり，また一方で折り合いをつけたりで，今読んで

も臨場感があり実におもしろいのです 5）。ですから，今の若い方々にも，ぜひ一日「総

目次」を片手に図書室に行き，一連の記事を渉猟されることをお勧めします。不謹慎

な言い方をお許しいただければ，多少ここで議論されている法正概念や標準伐採量に

ついての知識があやふやであっても，たとえ作業級と施業団の違いがよくわからなく

ても，先輩諸氏の「熱さ」に触れ，そして議論や論争の仕方，楽しみ方を勉強できる

ことは請け合います。

3）ちなみに，筆者は先述のように拡大造林後期の状況に批判的な立場を取るため，拡大造林の唱道者である
小澤今朝芳氏について，漠然とネガティブな印象を持っていた。しかし，氏の鋭く多彩な展開を見せる論
評は実にチャーミングで，技術論など（例えば小沢，1962）今でも一読に値する。なおこの中で，林業技
術が存在感を失った原因について，氏は技術者が技術から逃避していると叱るが，それだけではなく，林
業技術者というギルド，体制の論理が自ら技術を排除していった（西尾，1988）面もあったと思う。

4）本誌記事については，「“林業技術”総目次　創刊－ 500号」（1984）あるいは森林技術協会ホームページの
「林業技術目次データ」を参照すると便利。
5）拡大造林を批判する田中波滋女氏（1962a,b）の硬骨漢ぶりも見事である。
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　技術についての議論を探してもう少し時代を遡
さかのぼ

れば，昭和初期の天然更新論争に行

き当たるでしょう。昭和初期にドイツ留学組が持ち込んだ恒続林思想などの影響を受

け，国内でも，ヒバから広葉樹までさまざまな樹種を対象に，天然更新施業の取組み

が一斉に始まります。これが，いわゆる天然更新汎行時代の到来です。その一つであ

る秋田スギ林で，択伐天然更新施業を適用することの技術的妥当性を巡って，林学会

雑誌上で厳しい論争が繰り広げられました（山内，1976）6）。議論の背景には，それ

ぞれの論者の森林に対する哲学が大きく影を落としているので，なかなか妥協はなさ

れません。当時の議論の様子を伝える挿話を，一つ紹介しておきましょう。山林局の

太田勇治郎氏は，択伐天然下種更新を主張する秋田営林局の岩崎準次郎技師を皆伐人

工造林に転換するよう説得すべく，都合三度，米代川の合川に赴いています。太田氏

の述懐によれば，その度に山で日没まで議論し，なお宿に帰ってからも議論は続いた

そうです（太田，1976）。結局，それでも岩崎技師は納得せず，山林局は局長通
つう

牒
ちょう

を

出すに至るのですが，こんなところにも当時の技術者の心意気が感じられて愉快では

ありませんか。

　ところで，このような闊
かっ

達
たつ

な議論は，昭和 40年代以降になるとめっきり減ってい

ったように感じます。この時期，新しく登場した議論には環境保全や自然保護問題が

あります。しかしそれらを眺めるかぎり，外部の動きに対する理論固めといった趣が

強く，林業界内部での討論にはなりきっていなかったといえるのではないでしょうか。

●今は議論が聞こえない
　さて，もう一度，林業における近年の木材生産から環境へのシフトに話を戻しまし

ょう。現在，環境保全，公益的機能の発揮へのシフトが進む中で，さまざまな新しい

政策や制度，そして施業技術が提案され実行され始めつつあります。拡大造林導入以

来の大きな節目にあるのだと思います。今のうちにもう一度これらについて，経営者，

現場の技術者，行政担当者，研究者を交えた議論を起こし，われわれ林業技術者一人

ひとりが納得し，自分の考えと言葉で語れるものにしておく必要があると思います 7）。

例えば，強度間伐により針広混交林に誘導するという筋書きを，最近頻繁に耳にしま

す 8）。私自身は造林，広葉樹の更新の研究を専門としてきた者ですが，そもそも，こ

の筋書きに利用できるような信頼性や普遍性を持った技術があるのかということにつ

いては，強い懸念を表明せざるを得ません。

　林業に限りませんが，現在の見通しが利かない情況の中では，とかく哲学や技術を

振り回してもしかたないという現実容認が幅を利かせるものです。先が見えないこと

からくるフラストレーションや閉
へい

塞
そく

感が，そうさせるのでしょう。しかし，居直りか

ら前進や改良が生まれるでしょうか。もちろん現実の世界では，現状をとりあえず説

6）天然更新汎行時代には，天然更新は必ずしも更新技術として独立して扱われていたわけではない。択伐と
いう収穫体系の一部であったことを，後の世代は忘れがちである。なお，後に小沢今朝芳氏（1970）は，
国有林における天然林施業の現状を踏まえた総括を行っているが，実に的確かつ秀逸。ここでも非凡なリ
アリストぶりを見せている。

7）林業技術と研究，そして政策との関連のあり方については，北海道農業技術研究会林試班（1959）において，
研究者の立場から誠実に語り尽くされている。特に研究者には目を通していただきたい。その後の半世紀
の間，何が解決されたのだろうか。われわれの理解は，むしろ後退したようにさえ感じる。

8）広葉樹の更新を図るのであれば，間伐ではなく択伐であろう。藤江氏（2004）も指摘するように，近年の
このような概念の混乱や曖昧化は目にあまるものがある。一義的には，これは勉強不足に帰するべきであ
るが，「技術者」の間で十分な議論がないことも影を落としていよう。
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明するためのタテマエと，本来技術的にあるべきスジとを，ある程度分けて考えざる

を得ない場合もあるでしょう。しかしそれでも，きちんとした議論があって，タテマ

エとスジの落差を認識したうえで事を運ぶのか否かでは，帰結が大きく違うのではな

いでしょうか。

　人が言葉で社会を運営する存在である以上，なぜ議論が必要かということは論を待

ちませんが，林業に特段なこととして，次のような点を挙げておきます。

　●長期の営為であり結論を得るのに時間がかかるので，人から人，世代から世代に

伝える必要があること。

　●上記とも絡んで，一人の技術者が経験できる事例が極めて限られること。

　●林業の目的が多様化する中で，論理的な整理が必要になってきたこと。公益的機

能はときに背反し両立しないこともある。

　また，議論を林業界内部だけで閉じないことも極めて大切です。

●議論は無
む

駄
だ

ではない
　最後に，私自身が経験したことをお話ししたいと思います。私が新入りとして赴任

した営林局での四半世紀も前のことです。拡大造林も末期に入り改良対象となる天然

林が乏しくなる中，施業計画区内の源流域に残るブナ林に伐採を振るかどうかで，計

画課内の判断は分かれました。標準伐採量を確保するためには伐採せざるを得ない。

一方で，豪雪地帯であるために，改良後のカラマツ造林の成功は疑問視されたのです。

そのとき，課内の議論で，ベテランの係長らが，「技術的に問題がある施業を実行す

る以上，その責任も負う覚悟があるか」と発言し，結局伐採は見送りになりました。

ちょうど，知床で伐採問題が起きたころです。この流域は，その後“森林生態系保護

地域”に指定され，この地方最大のブナ天然林として今に残されています。議論は決

して無駄ではないのです。

　まず職場の中で，同僚との間で，技術について意見を交わすことを，少しずつ始め

てみてはどうでしょうか。初めは少し億
おっ

劫
くう

で気恥ずかしいことではありますが…。何

も大上段に国の林政を論じなくとも，日ごろ気になっている事，思いついた事など，

簡単な事からでいいと思います。そして，興林会誌『こだま』以来の伝統を持つ本誌

には，林業技術の議論の中心となる場として，これからも積極的な役割を果たしてい

かれることをお願いしたいと思います 9）。

≪引用文献≫
　大住克博．2000．生産力の時代から学ぶこと．林業技術 700：60-61.／小沢今朝芳．1962．林業技術の後進性－林
業技術者は林業技術から逃避していないか－．山林 932：24-27.／小沢今朝芳．1970．森林施業の方向－拡大造林か
天然林施業か－．林業技術 335：2-6.／太田勇治郎．1976．保続林業の研究．日本林業調査会．509-511.／鈴木和次郎．
2001．聖域なき構造改革時代の極私的森林施業論．林業技術 715：2-6.／田中波滋女．1962a．国有林増産計画に寄せる．
山林 936：15-23.／田中波滋女．1962b．小沢君に答える－密植と短伐期皆伐を批判する－．林業技術 246：31-34．
／手束羔一．1971．森林の公益性と経済性をめぐって－林業政策思想の推移と当今の課題－．林業技術 353：2-11．
／中村太士．2002．森林の公益的機能と施業計画論．林業技術 721：2-6.／南雲秀次郎．2004．小沢今朝芳・嶺一三
氏による，いわゆる森林経理学論争について．山林 1445：10-18.／西尾 隆．1988．日本森林行政史の研究－環境保
全の源流－．東京大学出版会．pp.361.／萩野敏雄．1991．いま「国有林生産力増強計画」を考える．（萩野敏雄．続・
林学と原稿の個人史－台湾・国有林・林政・その他－）萩野敏雄．150-167.／藤江達之．2004．「間伐」とは何か．
森林計画研究会会報 414：1-14.／北海道農業技術研究会林試班．1959．林業政策と科学技術の問題点－特に拡大造
林計画に関連して　私たちの反省と意見－．林業技術 206：1-6.／山内倭文夫．1976．秋田スギ林の択伐と恒続林思想．
林業技術 409：19-23.

9）さらに残る問題は，本稿で触れた拡大造林を巡る議論などが，たぶん，私より若い世代には全く理解でき
ないであろうという現状である。森林は歴史的存在である。拡大造林を知らずして，今の日本の森林資源
は理解できないだろう。懐古ではなく，これからの林業を考える礎としての歴史教育が必要である。



森林技術　No.768　2006.3 7

●コラム●

　「スギ，すぎ，杉」という言葉に何も思い浮か

ばない日本人は極めて少ないと思われる。ある

人は柔らかい木目を思い出し，心休まると言うか

もしれない。鎮守の森の杉を思う人もあれば，台

風になぎ倒された杉林を思い，手入れの遅れに

心傷める人もあろう。花粉症の人ならばそれだけ

でくしゃみや鼻水が出るかもしれない。スギは日

本を代表する樹木・木

材で学名は Cryptomeria 

japonica D.Don である。

この学名の ジャポニカ

japonica は「 日 本 の 」

という意味である。こ

の学名の名付け親である

D.Don がこの japonica を

どのように意識していた

か知る由もないが，田畑

と共存するスギの木立ち

を，歳のせいか「日本の

風景だなぁ」とつくづく思うようになった。

　宮崎県の人口はおよそ日本の 1/100であるが，

スギ素材生産量は日本のスギの 1/7 ～ 1/6で，14

年連続日本一となっている。その背景には恵まれ

た気候風土の中で先人たちの努力によって形成さ

れた森林資源があり，林道などの路網や高性能林

業機械の整備，木材産業の努力さらにそれを利用

するための建築，構築物などへの積極的な試みと

連携がある。当地のスギはオビスギと言われ，古

くより造船用材として植栽されてきたものである。

特性としては低ヤング係数であるが強度はそれほ

ど低下せず粘り強い。心材は含水率がやや高く変

動幅が大きく，耐久性に関係する成分がやや多い。

肥大成長が盛んであることから年輪幅は広い。し

たがって銘木，化粧造作資材として見ると秋田や

吉野のスギと比較されるものではなかった。ひい

き目であるかもしれないが，質実剛健とでも言え

るものである。従来の利

用面から考えると化粧材

はもとより構造材として

も敬遠されるところであ

った。しかしながら，長

径 122ｍの大型木造ドー

ム「木の花ドーム」や国

内最長 140ｍの車道用木

橋などの地域資源を活
い

か

した地域特有，多様なス

ギの文化が創造されつつ

ある。私の勤める宮崎県

木材利用技術センターは木材利用の試験研究機関

として設立され，特にスギの人工造林木を利用す

るため研究，技術開発，支援を進めてきている。

資源として成熟しつつある人工造林スギの新たな

る利用，展開には生産現場と地域特性を活かすた

めの林業，木材産業，建設業，研究・技術者，そ

して行政との連携が不可欠である。そこには「育

てて使う，そしてまた植える」という「消費が生

産を生む」を視野に置いており，既存の産業構造

における「消費が消費を生む」への挑戦がある。

注：□印＝林野庁図書館受入図書　○印＝本会普及部受入図書

◆

新

刊

図

書

紹

介

◆

［
林
野
庁
図
書
館
・
本
会
普
及
部
受
入
］

□緑地環境のモニタリングと評価　著者：恒川篤史　発行所：朝倉書店（Tel 03-3260-0141）　発行：

2005.9　A5判　248p　本体価格 4,600 円

□最軽量の山用具　著者：中 一実　発行所：成山堂書店（Tel 03-3357-5861）　発行：2005.10  A5判

175p　本体価格 1,800 円

□災害時の情報伝達・避難支援のポイント　編集：災害応急対策制度研究会　発行所：ぎょうせい

（Tel 03-5349-6616）　発行：2005.10　B5 判　158p　本体価格 1,905 円

□日本の地誌１　日本総論１（自然編）　編集者：中村和郎，新井　正，岩田修二，米倉伸之　発行所：

朝倉書店（Tel 03-3260-0141）　発行：2005.11　B5 変型　401p　本体価格 18,000 円

□田園・里山ハローワーク　（現代農業 2005.11. 増刊）　発行所：農山漁村文化協会（Tel 03-3585-1141）

発行：2005.11　A5 判　260p　本体価格 857円

○ひびけアルプホルン 森は素敵な音楽堂　著者：中川重年　発行所：全国林業改良普及協会（Tel 03-

3583-8461）　発行：2006.2　四六判　225p　本体価格 1,900 円　付録 CD（アルプホルンとスイス音

楽の楽しみ）

飫
お び

肥スギを
あらためて見る

宮崎県木材利用技術センター 所長

有
あり

馬
ま

孝
たか

禮
のり

（東京大学名誉教授）
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本格始動した
わが国の森林セラピー基地構想
－活動状況と今後の展望－

はじめに

　最近，この『森林技術』の読者の方々も「森林

セラピー」という言葉を耳にされる機会が多いの

ではないでしょうか（図①）。

　現在，林野庁では，（独）森林総合研究所，（社）

国土緑化推進機構，民間企業，医学関係者等とと

もに，いわゆる産学官連携による森林セラピー総

林野庁 研究・保全課 研究班

森林の持つ癒し効果―本格始動した森林療法今月のテーマ テーマ - 1

森林セラピーとは

　
　

　　

「森林セラピー」と「森林浴」との相違
森林セラピーは，科学的エビデンスに基づく
森林浴は，科学的エビデンスが十分ではない

将来の健康保険の適用等までを考えれば
森林セラピーを進めていくことが重要

　「森林セラピー」とは，森の自然が彩りなす風景や香り，音色や肌触りなど，森の命や力を感ずることにより，
心身の元気を取り戻させるもの。
　今までも，森林はストレス解消などの効用があるため，「森林浴」として多くの人々に親しまれてきた。
　しかしながら，森林浴については，その効用についての明白な科学的解明がなされていない。また，一方で
は，このようなストレス解消効果等に対する人々の関心は非常に高くなってきている。
　このため，森林のもつ生理的リラックス効果などの「癒し効果」を科学的に解明し，科学的なエビデンスに基
づく健康増進やリハビリテーションのための効果的なメニューを確立する「森林セラピー」を進めていくことが　
重要である。
　現在，「先端技術を活用した農林水産研究高度化事業」や産学官連携の下に発足した「森林セラピー研究会」
活動により，森林セラピー効果の科学的解明が進み，エビデンスが獲得されてきている。
　今後，研究をさらに進めるとともに，森林セラピーを実践場に移していくことが必要となっており，現在，（社）
国土緑化推進機構が中心となって取組を進めている。

▲図①　森林セラピーとは
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合プロジェクトを進めています。

　具体的には，図②のような体制で総合プロジェ

クトが推進されています。

構想の始まり

　この総合プロジェクトの大きな柱の一つが，森

▲図②　森林セラピーの推進体制等について

　今月のテーマは「森林の持つ癒
いや

し効果－本格始動した森林療法」

です。さて，GIS（地理情報システム）のある研究者は，「GISは

一人学際が可能な世界」だと言いました。翻って森林セラピーは，

さまざまな分野・領域を横断して「協力関係」を築けそうに思いま

す。独歩流の「林の奥に座して四顧して諦
てい

視
し

し傾聴する」親林
4 4

文学

の研究者，おしだまりの子どもが軽登山の間は快活に話をしたとい

う経験をお持ちのインストラクター，山菜文化研究者，さらにその

一側面と考えられる医食同源の食事療法研究者，そして森林に囲ま

れた山村文化の実践者（つまり住民の皆さん），林鉄路線跡などを

セラピーロードに活用するための技術者の皆さん等々です。

森林セラピーの推進体制等について

○特別会員による研究
（応用的研究プロジェクト）
・アサヒビール（機能性飲料）
・ソニーＰＣＬ（動画の生理的影響）
・森永乳業（機能性飲料）
・小林製薬（ストレス低減物質）

○森林セラピーの啓蒙・普及
・研修講習会

【総合プロジェクト】
○癒しの森造り広汎化プロジェクト
・全国サミット、国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの開催
・ピクトグラム開発
○セラピー推進システム
・ポータルサイトの管理運営
・市場調査、地域振興メニューの開発
○資格の検討
・森林医学、データーベースの構築

【基地認定プロジェクト】
２７団体の実証実験
基地の認定

森林セラピー研究会森林セラピー研究会

（社）国土緑化推進機構（社）国土緑化推進機構

○農林水産省「先端技術を　　
活用した農林水産研究高度化
事業」
『森林系環境要素がもたらす
人の生理的効果の解明』
（平成１６年度～１８年度）

○基地候補での生理実験の
　実施

森林総合研究所森林総合研究所

助言

連絡調整

連携

助言 林野庁林野庁

連携 連携
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林セラピー基地の育成です。

　現在，わが国では，潜在していたさまざまな心

の問題が浮上してきています。例えば，心身のス

トレスを原因とするさまざまな事件は，ひと昔前

と比較しても，非常に多く発生し，また報道され

ています。こうした原因の究明はその道の専門家

に任せるしかありません。

　森林を所管する林野庁には，「森林を心身の癒
いや

し空間として新たに活用すること」については，

大きな可能性が残されています。この点に着目し

たのが森林セラピーであり，それを地域振興も含

めて展開していこうとするのが森林セラピー基地

構想です。

森林セラピー基地構想の概要

　わが国の医療費は年間約 32兆円です。森林セ

ラピー基地構想は，その地域の振興とともに，こ

の医療費の削減にも資する可能性を秘めていると

考えています。つまり，森林セラピー基地構想は，

国民の心身の健康の維持を地域の振興とともに，

森林をそのツールとして活用することを目的とし

ています。

　もちろん，森林セラピーというツールだけでは，

その達成は困難です。その地域における他の有用

な資源等，例えば，温泉，湖，海，山等の観光資

源に加え，医療機関，宿泊施設等の受入体制が整

って，はじめて森林セラピー基地としての機能を

発揮しうると考えています。

　森林セラピー基地には，地域の資源や施設の整

備に加え，ソフト面での対応も必要と考えていま

す。例えば，都市で働きストレスが蓄積されてい

ると感じているサラリーマンについて森林セラピ

ーでの対処を考えた場合，例えば，

　○具体的にどの程度のストレスがあるのか？

　○森林をどのように散策（森林浴）すればその

ストレスは軽減されるのか？

　○１日中森林にいなければならないのか？

　○ 1日だけでよいのか？　何日間続ければよい

のか？

　○食事にも気を配るのか？

　○お酒は飲んでよいのか？

等々の対応が必要と想定されます。これらに応
こた

え，

森林に期待される癒し効果を十分に発揮させるた

めには，森林セラピーマニュアル（メニュー）が

必要不可欠です。現在，森林セラピー総合プロジ

ェクトの一環として，精神科医も含めたワーキン

グチームにおいて，こうしたマニュアルの作成に

も取り組んでいるところです。

森林セラピー基地の認定

　森林セラピー基地構想においては，森林セラピ

ーを一つのツールとして地域振興に取り組む意欲

のある団体を募集し，森林のセラピー効果につい

ての物理的実験，生理実証実験を実施したうえで，

さらに，受入体制，医療機関との連携，他の観光

資源の活用等についての総合的な計画・見通しの

作成の状況等についての審査を経て，基地として

認定することとしています（図③）。

　なお，平成 17年度においては，全国 27団体が

基地候補として登録されており，うち 10団体が

生理実証実験等を終了し，平成 18年 4月に基地

等としての認定がなされることとなっています。

　また，この 27団体は，お互いの連携を深め，

森林セラピーの全国的，総合的な導入と幅広い定

着を図ることによって，地域の活性化と国民の健

康増進を図ることを目的に「森林セラピー基地全

国ネットワーク協議会」を結成しています。具体

的には平成 17年 10月に基地候補である長野県飯

山市で第 1回目の「全国森林セラピー基地候補全

国サミット及びネットワーク会議」を開催し，飯

山市の市民の皆様にも地方行政が取り組もうとし

ていることの周知にも努めたところです。また，

平成 18年 2月には同様の趣旨で宮崎県日之影町

において「第 2回サミット及びネットワーク会議」

を開催したところです。両サミット等も，地元の

方々の多数の参加を得て大盛況のうちに執り行わ

れました。

　平成 18年度においても，複数の団体が基地候

補募集に応募をいただいており，さらに森林セラ

ピーのネットワークの輪が広がることが期待され
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ています。

今後の課題

　将来に向かって森林セラピーを効果的に進めて

いくためには，各種人材の育成が極めて重要です。

現段階では，森林セラピーを効果的に体験できる

ような助言が行える森林セラピスト資格の検討，

森林セラピーに対し一定の知識を有し森林セラピ

ーについての講演や案内ができる森林セラピーサ

ポーター（仮称），森林セラピーを活用した地域

振興策等の企画立案ができる森林セラピーマネー

ジャー（仮称）等の育成方法の検討を行っています。

　今後，認定基地が誕生し，本格的な森林セラピ

ーの活用による地域振興への取組がスタートしま

す。林野庁も，森林セラピー基地候補に手を挙げ

られた団体，民間企業等と連携を図りながら，こ

の森林セラピー基地構想の推進に取り組んでいく

考えです。

▲「ほら，見て見て，○○が…」お母さんは何を見つけたの
でしょう。森林写真を使うと，被験者に癒し効果を与えな
がらできる心理テストの工夫が可能かもしれません。

3月
行事名 開催 会場 主催団体 連絡先 行事内容等

第 19回きのこ料理コン
クール全国大会

3/13 服部栄養専門学校 日本特用林産振興会
東 京 都 千 代 田 区 内 神 田
1-3-5　広栄ビル
Tel 03-3293-1197

しいたけ等食用きのこについての正しい知識の普及と活用の
啓発により ,きのこ類の消費拡大に資する。10県代表による
コンクールを開催。

第 24回銘青連全国優良
銘木展

3/13～ 15
式典：ホテルグラン
ベェール岐山 展示：
岐阜県銘木協同組合

全国銘木青年連合会
東京都江東区木場 12-1-6
Tel 03-3521-0217

銘木の需要拡大 ,業界の発展と若手経営者の育成を期するた
め ,全国から銘木素材・加工品を集荷・公開展示し ,優秀出
品物の表彰を行う。

第 2回GIS実践講座 3/24 奈良大学

奈良大学文学部地理
学教室・NPO法人
電子自治体アドバイ
ザークラブ

問合せ先：
 e-aac@s3.dion.ne.jp

セミナー：「GISの発展とGIS技術資格」講師＝碓井照子氏。
国土空間データ基盤整備（NSDI）のために地方自治体で，
統合型GISの導入が始まっている。人材不足と電子調達に
おけるGIS技術の評価制度が必要になり，その制度を解説
する。／体験実習：「基準点管理システム」講師＝平田更一氏。
基準点管理システムのインストール，既存データのダウンロ
ードを行い，新たに観測した基準点データの登録，すでに登
録されているデータの修正，さらに基準点データを用いた位
置参照の利用法について実習を行う。正確な基準点のデータ
を管理することにより，GISの利用から新しいGIS整備の
方向性が見えてくるものと確信している。

4月
行事名 開催 会場 主催団体 連絡先 行事内容等

Air Photo Lab 4月
勉強会

4/15
酪農学園大学（北海
道江別市）

Air Photo Lab

札幌市西区発寒4条3丁目1-23
技術士事務所：森林航測研究
代表：板垣恒夫
Tel＆ Fax 011-667-1728 E-mail：
kouken-i@beige.plala.or.jp

空中写真の勉強会。初心者，途中参加者大歓迎。

第 3回GIS実践講座 4/21 奈良市北部会館

奈良大学文学部地理
学教室・NPO法人
電子自治体アドバイ
ザークラブ

問合せ先：
e-aac@s3.dion.ne.jp

セミナー①：「地理情報，位置情報コンテンツの最新動向」
講師＝高木　悟氏。GISには，市町村情報システムと社会
基盤両面での整備が求められている。重複投資を防ぎ，持
続的で安全な運用のために公開標準仕様の確立と適用が重
要。GIS技術の動向や標準化状況をレビューし，取り組む
べき方向性について解説する。／セミナー②：「空間情報共
有のためのGLOBAL BASE」講師＝森　洋久氏。既存
GISのポータルサイトは，他のポータルサイトとの情報の
重ね合せ，つなぎ合せができない。既存GISが持つ問題点と，
GLOBAL BASEプロジェクトがどのように解決しようと
しているのかを解説する。

林

業

関

係

行

事
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森林浴がヒトNK ナチュラル・
キラー（ ）細胞を

活性化

はじめに

　森林環境はその静かな雰囲気，美しい景色，穏

やかな気候，きれいな空気などの要素で古くから

人々に好かれています。森林浴は，昭和 57年に

当時の林野庁が提唱し，赤沢で初めての全国大会

が開催されました。それ以来，徐々に国内で普及

していきました。それ以前にも，ロシアや国内の

研究機関により，植物の発散する揮発性物質「フ

ィトンチッド」が人間の健康に効果的な作用をも

たらすことが示されています。

　森林浴は血糖値および血圧を低下させ，リラ

ックス効果をもたらすことが報告されており，樹

木から発散されるフィトンチッドが疲労回復効

果をもたらす要因として注目されています。し

かし，森林浴が免疫機能，特に抗がん作用のある

NK（ナチュラル・キラー；Natural killer）細

胞に対する影響については不明です。NK細胞

は 3種類の抗がんタンパク質，つまりパーフォ

リン（Perforin），グランザイム（Granzyme A，

B等），グラニューライシン（Granulysin）を

放出してがん細胞を傷害すると考えられていま

す。まず Perforinががん細胞の膜に穴を開け，

そこから Granzymeや Granulysinが細胞内に

入り，がん細胞のアポトーシス（細胞死）を誘

導します文献 1 -3）。NK細胞の機能が高まれば，生

体の抗がん能力も高まると考えられます。NK細

胞の抗がん機能は通常，NK細胞活性を測定する

ことによって評価されます。最近私たちはアメ

リカのスタンフォード大学で修得した方法を改良

し，抗がんタンパク質 Perforin，Granulysin，

Granzymeの測定をNK細胞の抗がん機能の評

価に導入しました文献 4）。これまでの研究では in 

vitro法を用いてフィトンチッド（檜
ひのき

材油，檜葉

油，ヒバ材油，杉材油，台湾檜材油，α-pinene，

d-limonene，1.8-cineole） が ヒ トNK細 胞

活性を上昇させ，NK細胞内抗がんタンパク質

Perforin，Granulysin，Granzymeの量を増加

させることを明らかにしました文献 5）（図①，②）。

これは森林浴がヒトNK細胞に良い影響を与え

李　卿
日本医科大学 衛生学公衆衛生学教室 講師（り けい）

〒 113-8602 東京都文京区千駄木 1-1-5
Tel 03-3822-2131　Fax 03-5685-3065　E -mail：qing-li@nms.ac.jp

森林の持つ癒し効果―本格始動した森林療法今月のテーマ テーマ - 2

0 0.05 0.1 0 0.05 0.1 0 0.05 0.1 0 0.05 0.1

フィトンチッド濃度(ppm)

ヒノキ材油 1.8-Cineole α-Pinene

30
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40

45

50

55

NK
活
性
（
％
）

ヒバ材油

▲図①　フィトンチッドがヒト NK活性を増強させる
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ることを示唆する結果です。

　こういった背景の下に，本研究では森林浴がヒ

トNK細胞活性および Perforin，Granulysin，

Granzymeにどのような影響を与えるかを検討

しました文献 6 -8）。

対象者および方法

　本研究の被験者は，東京都内大手企業に勤める

ストレス状態にある 37～ 55歳の健常な男性社員

12名です。測定項目はクロム解離法によるNK

活性の測定，Flow cytometry法によるリンパ球

内の抗がんタンパク質（Perforin，Granulysin，

Granzyme）濃度の測定，ELISA法による血中

各種インターロイキンの濃度測定，体動計による

睡眠状況の計測および万歩計による運動量の計測

です。本研究は日本医科大学の倫理委員会の審査

を受け，承認されました。本研究の実施にあたっ

て，すべての被験者から文書でインフォームド・

コンセント注 1）の手続きを取っています。

　被験者は長野県飯山市の森林環境内に滞在（2

泊 3日）し，3箇所の森林遊歩道を散策しました。

1日目の朝，新幹線で東京を出発し，午前中現地

30 35 40 45 50

タンパク質の量

檜材油0.1ppm

檜葉油0.1ppm

ヒバ材油0.1ppm

杉材油0.1ppm

1.8-cineole0.1ppm

台湾檜材油0.1ppm

α-pinene0.1ppm

d-limonene0.1ppm

対照

▲図②　フィトンチッドがヒト NK細胞内抗がんタンパク質濃度を増加させる

▲写真①　森林内での散策（雑木林）

▲写真②　森林内での散策（湿原）
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に到着し，午後から最初の 2.5kmの森林遊歩道

（雑木林・湿原：写真①，②）を 2時間かけて散

策しました。散策については各被験者の日ごろの

運動量を考慮したうえで，散策コースと距離を設

定し，散策途中に数回休憩を取りました（写真③）。

宿泊地は森林遊歩道の近くのホテルとしました。

2日目の朝 8時に採血して，血液を日本医科大学

に持ち帰り，上記の検査を行いました。被験者は

引き続き午前 2時間（ブナ林：写真④），午後 2

時間（杉林：写真⑤）ずつ，それぞれ 2.5kmの

森林遊歩道を散策しました。3日目の朝 8時に採

血して，血液を日本医科大学に持ち帰り，同様の

検査を行いました。また，森林浴前のデータは出

発の 3日前に採取しました。

結果および考察

１．森林浴がヒトの NK活性を増強させました

　図③は森林浴によるNK活性への効果を示し

ています。灰色のグラフは森林浴前のNK活性

を，黒っぽいグラフは森林浴後 1日目と 2日目の

NK活性を示しており，森林浴後 1日目と 2日目

はいずれも森林浴前より有意に高いNK活性を

示し，さらに森林浴後 2日目は 1日目よりも有意

に高いNK活性を示しました。NK活性は，日常

生活時に比べて，森林浴 1日目で 26.5％，2日目

で 52.6％増強しました。これは森林浴がヒトの

NK活性を増強させたことを意味します。

▲写真③　森林内での休憩

▲写真④　森林内での散策（ブナ林） ▲写真⑤　森林内での散策（杉林）
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数に影響を与えると報告されていますが，今回の

実験では，各被験者の森林浴時の運動量を平日の

運動量に合わせて設定したため，運動によるNK

活性およびNK細胞数への影響が排除されると

考えられます。また一般に，NK活性には日内変

動があると報告されています。この日内変動の影

響を排除するために，今回の実験では，採血時間

はすべての調査日において朝 8時としました。飲

酒によるNK細胞機能への影響を排除するため

に，実験期間中に被験者全員に禁酒してもらいま

した。したがって今回の森林浴後のNK活性お

よびNK細胞数の上昇は森林浴によるものと考

えられます。

３． 森林浴がヒトリンパ細胞内の抗がんタンパク

質を増加させました

　森林浴によるNK細胞活性増加のメカニズム

を検討するために，細胞内の抗がんタンパク質

Perforin，Granulysin，Granzyme A/Bのレベ

ルを測定しました。

　森林浴はヒトリンパ細胞内の抗がんタンパク質

のレベルを増加させました。リンパ細胞内の抗が

んタンパク質において森林浴後 1日目と 2日目は

いずれも森林浴前より有意に高いレベルを示し，

さらに Granzyme Aにおいて森林浴後 2日目は

1日目よりも有意に高いレベルを示しました。こ

れは森林浴がヒトリンパ細胞内の抗がんタンパク

２． 森林浴がヒトのNK細

胞数を増加させました

　図④は森林浴による

NK細胞数への効果を示

しています。灰色のグラ

フは森林浴前のNK細

胞数を，黒っぽいグラフ

は森林浴後 1日目と 2日

目のNK細胞数を示し

ており，森林浴後 1日目

と 2日目はいずれも森林

浴前より有意に高いNK

細胞数を示し，さらに森

林浴後 2日目は 1日目よ

りも有意に高いNK細

胞数を示し，森林浴は

NK細胞数を増加させた

ことが明らかとなりまし

た。NK細胞数は，森林

浴前に比べて，森林浴 1

日目で 20.7％，2日目で

32.5％増加しました。こ

れは森林浴がヒトのNK

細胞数を増加させたこと

を意味します。

　一般に運動がヒトの

NK活性およびNK細胞
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▲図③　森林浴がヒトの NK活性を増強させる
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▲図④　森林浴が NK細胞数を増加させる
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質を増加させたことを意味します。

　以上の結果より，森林浴がヒトNK細胞活性

を増加させることが明らかとなりました。

４． 森林浴が末梢血のリンパ球とマクロファージ

を増加させ，顆粒球を減少させました

　ヒトにおいて副交感神経が優位の状態（いわゆ

るリラックス状態）では，末梢血のリンパ球が増

え，顆粒球が減少することが報告されています文

献 9）。今回の結果は，間接的に森林浴によるリラ

ックス効果を実証したといえるでしょう。

ま と め

①森林浴がヒトのNK活性を増強させました。

②森林浴がヒトのNK細胞数を増加させました。

③森林浴がヒトリンパ細胞内の抗がんタンパク質

　を増加させました。

　結論として，森林浴がヒトNK細胞数および

細胞内の抗がんタンパク質を増加させ，NK活性

を増強することを明らかにしました。森林浴には，

NK活性の増強によってがん抑制効果が期待され

ます。

今後の課題

１．単純旅行による効果の確認

　仕事から離れ，森林のない場所で休暇を取ると

きにNK活性の変化を検討し，単純旅行による

効果を確認し，その後森林浴の効果を明らかにし

ます。

２．NK活性上昇の持続性

　森林浴後 1週間および 1ヶ月後，被験者のNK

活性を測定し，森林浴によるNK活性上昇の持

続性を検討します。

３．治療法としての確立

　例えば，免疫機能低下の患者さん（がん患者さ

ん等）に森林浴をしてもらって，そのNK細胞

活性の回復を検討します。

４．森林浴効果と森林の種類との関係

　今回は飯山市の森林遊歩道で森林浴効果を確認

しましたが，都市部の森林遊歩道においても同様

な効果があるかどうかを確認します。

≪注≫

１） Informed-consent（説明と同意）の意で，臨床では「医
師の十分な説明に基づく患者の同意」を指す。
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森林セラピーの生理的効果の
科学的解明

はじめに

　人は，ヒトとなって 500万年経過する。仮に産

業革命以降を都市化，人工化と仮定した場合，そ

の 99.99％以上を自然環境下で過ごしてきたこと

になる。自然環境に適応したわれわれの体が急激

な都市化に伴う人工環境に適応できず，常に緊張

を強いられるストレス状態にあることは論を待た

ない。森林や木材等の自然環境要素に触れたとき，

強すぎる緊張状態，高すぎる交感神経活動が抑制

されリラックスした感じを持つのであろう。人と

しての本来のあるべき姿に近づき，それが快適感

となって認識されるのである。

　これまでは，森林セラピーの快適性を論ずる場

合，主として，種々の物理測定や質問紙による主

観評価を行うことにより，人の快適性増進効果に

置き換えてきたのが現状である。それに対し，最

近，人の状態の評価法の確立が進み，森林セラピ

ー等の自然由来の快適性増進効果を脳活動，自律

神経活動，ストレスホルモン，免疫能等から明ら

かにできるようになってきた。

　これらの進歩を受け，日本では昨年，林野庁が

中心となって「森林セラピー基地」構想が作られ

た（http://www.ringyou.or.jp/mori-therapy/

http://forest-therapy.jp/）。

　1982（昭和 57）年，24年前に林野庁は「森林

浴構想」を発表したが，その効果に関するデータ

の蓄積は極めて少ないのが現状であった。世界的

に見てもほかにデータの蓄積はない。

　本構想では，まず，森林セラピー基地候補地に

おいて下見も含め１週間程度をかけ，近隣の都市

部をコントロールとして生理実験を行い，その森

の持つ「森林セラピー効果」を明らかにする。そ

のうえで基地としての認定を行おうという構想

である。当然，その「森林セラピー基地」を中心

とした滞在期間に応じたストーリー性（温泉，食

べ物，文化等を絡めた滞在プラン）を各市町村が

用意しているか否かという点も認定にあたっては

重要な要素となる。本年は 36箇所の市町村等か

ら申請があり，書類審査，ヒアリングを経て，10

箇所の森林セラピー基地候補地が選定され生理実

験を実施した。本構想は，市町村の活性化を含め

た日本の森林全体の利用促進に寄与するものと期

待されている。

快適性の考え方と評価法

　一般に，快適性は，不快あるいはマイナスの除

去を目的とした「消極的快適性」とプラスαの獲

得を目的とした「積極的快適性」に分けて考えら

れる。一方，現在，快適性の定義として定まって

いるのは「熱的快適性」だけであるが，この快適

性は，上記の「消極的快適性」を指向しているため，

今，話題としている「積極的快適性」とはなじま

ない。私見としては，「快適性とは，同調である」

と考えているが，人と自然の関係においては以下

のようになる。前述したように人の生理機能は自

然対応用にできていると考えられているため，森

林ならびに森林風景等の切り取られた自然であっ

ても，人はそれと同調し，引き込み合うのであろ

う。自然対応用の生理機能を持ちながら，現代の

人工環境下に生活する現代人は，常に緊張の高す

ぎる状態にあるため，自然と触れることによって

リラックスし，本来の人としてのあるべき姿に近

づくのである。本稿に示すわれわれの実験データ

宮崎良文
（独）森林総合研究所 生理活性チーム長 （みやざき よしふみ）

〒 305-8687 茨城県つくば市松の里１
Tel 029-873-3211（内線 489）　Fax 020-4666-0398　E-mail：miyayk@ffpri.affrc.go.jp

森林の持つ癒し効果―本格始動した森林療法今月のテーマ テーマ - 3
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においても，基本的には五感を介した自然由来の

刺激は生体の鎮静化をもたらすことが示されてい

る。

　一方，快適性の測定においては，人の状態の測

定が必須である。快適な状態において，生体に何

が起きているのか解釈しなくてはならない。われ

われは生理応答指標として近赤外線を用いた中枢

神経系，自律神経系，内分泌系ならびに免疫系の

指標を用いて評価している。

森林セラピーのリラックス効果

1）千葉県立清和県民の森での森林セラピー実験

　千葉県立清和県民の森にて，森林セラピー実験

を行った（図①）。光を用いた脳活動（図①写真

左），血圧，脈拍等の自律神経活動，唾
だ

液
えき

を用い

たストレスホルモン（コルチゾール・写真①）濃

度等を指標として全身的計測を行った。森の中で

歩いていたり（写真②），座っていたり（写真③）

したときの生理的な変化を都市部（千葉駅前・写

▲図①　フィールドならびに室内における森林セラピー実験
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真④）と比較したところ，理性的・高次の精神活

動に関連する前頭前野の活動が鎮静化し（図②），

血圧も低下し，ストレスホルモン濃度も低下する

（図③）ことがわかった。つまり，前頭前野を含

め全身的に生体が鎮静化することが明らかとなっ

た。さらに，興味深いことに，被験者は，森林に

行くか，都市部に行くか知っているだけでストレ

スホルモン濃度にも前頭前野の活動にも違いが見

られたのである。出発前にホテルで一斉に測定を

行ったところ，質問紙による主観的な快適感等の

気分には差がないにもかかわらず両指標とも森林

に行くグループでは低下しており，すでにリラッ

クスしていることが観察された。これも感性を介

して感じた自然のリラックス効果を生理的にとら

えた例と言えよう。

2）屋久島における森林浴実験

　森林総合研究所によって屋久島において実施さ

れた研究である。森林浴は，5人の男子学生を被

験者として 2日間行った。9時から 15時まで屋

久杉の森に入り，午前，午後とそれぞれ 40分間

ずつ，各人のペースに合わせて約 2,000～ 2,500

歩の森林浴をさせた。対照実験は，鹿児島大学

の人工気候室にて，温度，湿度をほぼ同条件にし

て，40分間の運動（各自，森林時とほぼ同じ歩数）

を行った。森林浴時の林道上での空気からはα -

ピネンやリモネン等の芳香物質が検出された。森

林浴の効果は，質問紙による主観評価ならびにリ

ラックス時には減少しストレス時には増加するこ

とが知られているコルチゾールというストレスホ

ルモンによって調べた。この実験は 16年前に実

施したが，本実験時から血液や尿ではなく，唾液

中での定量が可能となった。

　まず，印象を調べる質問紙法において，被験者

は森林浴を快適であると感じていることがわかっ

た。また，自然で，安らぎ感があるとも感じてい

た。さらに，気分の変化を調べる感情プロフィー

ルテストにおいては，森林浴は，「緊張－不安」「混

乱」「抑
よく

鬱
うつ

－落ち込み」「怒り－敵意」「疲労」と

▲写真①　森林セラピーにおけるストレスホルモン（コ
ルチゾール）の採取

▲

写
真
③　

森
林
セ
ラ
ピ
�
座
観
風
景

▲写真②　森林セラピー歩行風景 ▲写真④　都市部歩行風景（千葉駅前における対照実験）
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いったリラックス時において減少し，ストレス時

には増大する感情尺度を減少させた。逆に，「活

気」については増加させることがわかった。生理

的な変化としては，唾液中コルチゾール濃度は対

照に比べ低下することがわかった。森林浴によっ

て，体の中のストレスホルモン濃度が低下し，物

質レベルで生体に変化が起きており，主観的にも

生理的にも，リラックスした状態になっているこ

とがわかった。

3）森林セラピー基地候補地における生理実験

　すでに，4月から 10

月にかけて，10箇所の

森林で生理実験を終了し

ているが，ここでは，デ

ータの整理が終了した 3

箇所について示す。

　基本的な実験デザイン

は測定指標を除き，上記

の千葉県での森林セラピ

ー実験と同じとした。測

定した生理指標は，1）

心拍変動性（ＨＲＶ）に

よる交感神経活動，副交

感神経活動，2）唾液を

用いた代表的なストレス

ホルモンであるコルチゾ

ール濃度，3）同じく唾

液を用いた免疫グロブリ

ンＡ濃度等を用いた。

　①山形県小国町におけ

る森林セラピー実験

　12名の男子大学生を

被験者とし，対照として

の都市部実験はＪＲ新潟

駅の周辺にて実施した。

その結果，森林セラピー

によって，1）心理的リ

フレッシュ感が向上する

こと，2）リラックスし

たときに昂
こう

進
しん

する副交感

神経活動は高まること，3）ストレス状態におい

て昂進する交感神経活動は低下すること，ならび

に 4）ストレス時に高まるコルチゾール濃度は低

下することがわかった。

　②高知県四万十川上流域における森林セラピー

　　実験

　12名の男子大学生を被験者とし，対照として

の都市部はＪＲ高知駅前とした。その結果，森林

セラピーにおいて，1）唾液中コルチゾール濃度

が低下すること，ならびに 2）ストレッサーによ
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▲図②　森林浴による前頭前野の活動の鎮静化（朴範鎭ほか，森林浴の生理的
効果（Ⅰ）―唾液中コルチゾールならびに脳活動（TRS）を指標として―，
日本生理人類学会誌 9（2），44-45，2004）

▲図③　森林浴による唾液中コルチゾール濃度の低下（朴範鎭ほか，森林浴の
生理的効果（Ⅰ）―唾液中コルチゾールならびに脳活動（TRS）を指標
として―，日本生理人類学会誌 9（2），44-45，2004）
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って短期的には高まることが知られている唾液中

分泌型免疫グロブリンＡの濃度が低下することが

明らかになった。

　③長野県上
あげまつ

松町における森林セラピー実験

　12名の男子大学生を被験者とし，対照として

の都市部は松本市内とした。その結果，森林セラ

ピーによって，1）副交感神経活動は高まること，

2）交感神経活動は低下すること，3）コルチゾー

ル濃度が低下すること，ならびに 4）免疫グロブ

リンＡの濃度も低下することが認められた。

　以上の 3箇所の実験データから森林セラピーに

よって，生理的に生体がリラックスすることが ,

明らかとなった。

室内実験におけるリラックス効果

1）森の音を聞くと

　自然の音を聞いたときの生理的変化を人工気

候室内にて測定した。男子大学生 15名を被験者

とし，閉眼座位にて 90秒間，聴覚刺激を行った。

刺激は清里高原で録音した市販のＣＤの中の“せ

せらぎ音”を用いた。

　その結果，“小川のせせらぎ”を聞いたとき，

主観評価において，対照に比べ，“快適”で，“な

じみがあり”，“鎮静的である”と評価していた。

15名中 13名の被験者が“特に好き”であると評

価しており，そのときの収縮期血圧は，聴覚刺激

後，40秒前後において刺激前に比べ，有意に低

下していた。さらに，左前頭部の脳活動も有意に

低下していることが認められた。上記の結果から，

自然由来の聴覚刺激である“小川のせせらぎ”を

聞いたとき，ストレス時に昂進することが知られ

ている交感神経活動が低下し，脳活動も鎮静化し，

生体がリラックスすることがわかった。

2）森林風景を画面で見ると

　従来の視覚刺激においては大型ディスプレイで

提示を行った場合，画面が粗いため，臨場感を得

ることが困難であった。最近，70インチ，高輝

度，高解像度のディスプレイが開発されたため，

今回はそれを使って，臨場感のある視覚刺激を行

った。パリで撮影した森林風景を提示し，男子大

学生 14名を被験者として，脳活動，血圧，脈拍

数に及ぼす影響を調べた。

　その結果，主観的には，“快適”で，“鎮静的で

ある”と評価されていた。生理的変化に関しては，

収縮期血圧（前掲図①），拡張期血圧ともに有意

に低下させることが認められた。さらに，脳活動

に関しても鎮静的に作用していた。つまり，“快

適”で，“鎮静的である”という主観評価とともに，

血圧は低下し，脳活動も鎮静化することが明らか

となった。この森林風景を見ることによって生体

が実質的にリラックスすることが認められた。

おわりに

　現在，林野庁が推進している森林セラピー基地

構想の後押しを受け，17年度は全国 10箇所で森

林浴実験を実施した。18年度は 20箇所で実験が

予定されており，森林浴に関する生理的データが

着実に蓄積されつつある。今日の人工環境下にお

けるストレス社会において，今後，ますます，森

林セラピー等の自然由来の刺激の重要性が高まる

ものと思われる。
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森林療法－身近な森林を活用した保養と健康づくり－

森林療法の定義と意義

　森林療法とは，森林環境を総合的に使いながら

健康を増進していく自然療法の一つである。具体

的には，森林浴による心身のリフレッシュを図っ

たり，山林での樹木や林産物を活用した作業療法

（シイタケ原木づくり，木工など），林内を歩きな

がらのカウンセリング，森林の地形や自然を利用

した歩行リハビリテーション，森林散策による生

活習慣病の予防などである。「森林浴」という言

葉が市民に定着した今日，そこから自然療法の一

つとしてさらに一歩進められたものであり，環境

療法，行動療法，作業療法，精神療法などの各療

法と重なる部分も多い。現在のところ，健康増進

をはじめ，生活習慣病の予防医療やメンタルヘル

ス，また医療との代替療法などが森林療法の主な

目的であるが，精神疾患やリハビリテーションな

どの治療領域での導入をすでに始めているケース

も見られている。

再注目される森林の保健休養機能と
研究グループの芽生え　　　　　　

　2003年に林野庁が発表した「高齢社会におけ

る森林空間の利用に関する調査報告書」によると，

全国の医療機関のうち，高齢者の保養・療養環境

として森林に期待している機関が 5～ 7割以上の

高率に上ることが明らかになった。わが国が迎え

ている高齢化社会や生活習慣病の予防医療分野な

ども鑑
かんが

み，保健休養環境，健康増進としての森林

活用は，今後さらにそのニーズは高まることが予

想される。

　しかしながら，同報告書では，そうした活用を

考えた場合の現時点における課題として，「森林

の未整備」「専門の付添人がいない」「保険点数の

対象とならない」ことなども同時に挙げられてい

る。国土の実に 7割近くを森林が占めているわが

国ではあるが，その急
きゅう

峻
しゅん

な地形をはじめ，適切な

保育作業の停滞による山林の荒廃化，公有，私有

の所有形態による立入りの制限，また専門の人材

不足等によって，森林の持つ貴重な保健休養の機

能はまだ十分に活用しきれているとは言えないの

である。

　こうした中，2002年 4月に市民グループによ

る「森林療法研究会」が長野県軽井沢町で立ち上

げられた（写真①）。同研究会は，会費や規約な

ども設けない全くの市民研究会として発足し，そ

の後，同研究会は各地につながって，現在では神

奈川，千葉，静岡，山梨，三重，長野県内（松本，

信濃町）にも支部ができ，それぞれ独自の活動を

展開している。

　また，2004年 3月に林野庁・厚生労働省がオ

ブザーバーとなる産官学連携の「森林セラピー研

究会」が東京で発足した。同研究会では，森林環

上原　巌
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上原研究室 HP www.geocities.jp/ueharaiwao/　森林療法研究会 HP www.janis.or.jp/users/bigrock/

森林の持つ癒し効果―本格始動した森林療法今月のテーマ テーマ - 4

▲写真①　軽井沢町での森林療法研究会の様子
（森の中での呼吸法）
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境の持つ保健休養効果についての科学的検証（エ

ビデンス実証）をはじめ，森林療法に関する情報

の整理，療法のプログラム作成，資格制度の検討，

全国各地での先導的なモデル地の創設などに取り

組むことを目的としている。こうした一連の流れ

を見ると，今や市民の間にも公的な機関において

も，森林の保健休養，森林療法についての関心は

高まってきていることがうかがえる。

これまでの森林療法の実際

　それでは，実際の福祉・医療分野における森林

療法の実践では，どのようなことが行われている

のだろうか。ここでは，福祉，医療，カウンセリ

ングの 3分野での様子を簡単に列挙してみよう。

　まず福祉の分野の事例では，知的障害および自

閉症などの発達障害を抱えた方々が長期的かつ定

期的に地域の山林に出かけ，散策や丸太運搬など

の作業活動に取り組んだ結果，パニックや障害行

動が減少し，精神や感情も安定して，コミュニケ

ーションが活発になることなどが報告されている。

現在，全国の里山で地域ボランティアを中心とし

た整備・再生活動が行われているが，そうした里

山の再生活動を福祉と関連させた活動も始まって

いる（写真②）。神戸市郊外の社会福祉施設にお

いて，地域の里山の再生活動を地域住民と共同で

行った結果でも，参加した知的あるいは精神障害

者には精神や感情の安定，コミュニケーションの

活発化といった結果が報告されている。整理伐，

除伐などの森林の保育作業を作業療法の一環とし

て取り込むことができることも森林療法の魅力の

一つなのである。

　また医療関係での事例では，東海地域の病院に

おいて，病院近くの森林公園を活動場所とし（写

真③），トラウマ関連疾患（PTSD）児童を対象

として，毎週 3回の頻度で，それぞれ午前 9～

12時までの 3時間前後，森林散策および枝・落

葉集め，松ぼっくりやドングリ拾いなどの軽作業

を行った結果，薬剤抵抗性の重度パニック，フラ

ッシュバック，衝動行為等が改善し，特に森林療

法実施後には「ひきこもり」「社会性」「攻撃的行

動」などの各行動尺度において良好な結果が見ら

れ，コミュニケーションスキルでは発語が明瞭に

なり，場面に応じたコミュニケーションや，グル

ープ内での自己の役割に応じた行動ができるよう

になるなど，変容が見られたことが報告されてい

る。北海道の精神科の病院でも，森林療法を行っ

た対象者には，身体，コミュニケーション，社会

性などの面で向上が見られたことが報告され，リ

ハビリテーション分野では，千葉県の病院で認知

症の高齢者を対象に，散策しながら樹木の香りを

楽しむなどの森林療法を実践した結果，対象者に

は気分が向上することや，転倒予防トレーニング

の一環となることが報告されている。

　カウンセリング分野の事例でも，森林でのカウ

ンセリング後には自己の抱える悩みの減少・緩和

や，自分自身を受け入れる「自己受容度」，コミ

ュニケーション意欲・能力，チームワークなどが

向上することが報告されてきている。個別の臨床

▲写真②　身近な里山の再生作業と福祉活動のコラボレー
ション（神戸市の社会福祉施設）

▲写真③　病院隣接の森林公園での散策
　　　　　（浜松市の病院）
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ケースでも，軽症のうつ
・・
を抱えたクライエントを

対象に森林散策を行いながらカウンセリングを行

った結果，食欲や睡眠の健常化，自己受容および

自己肯定感の促進などが認められており，アスペ

ルガー障害（高機能性自閉症）を抱えたクライエ

ントを対象としても，森林散策をしながらカウン

セリングを定期的に行った結果，自閉性の緩和や，

コミュニケーション能力が向上したことが報告さ

れている。

　以上のような結果から，森林環境は福祉・医療・

カウンセリングのそれぞれの分野のクライエント

を受け入れる「受容環境」としての意義を持ち，

森林療法は，ゆったりとした時間軸の中において，

精神，身体両面への効果を持っていることが期待

される。

森林療法に適した環境条件とは

　2005年度の日本森林学会大会では，「森林環境

の持つ保健休養機能についての新たな研究の展

開」という新テーマのセッションが設けられた（本

誌昨年 5月号参照）。同セッションでは，森林環

境内の揮発性物質（いわゆるフィトンチッド）や

音・光，温度・イオン環境などの「環境要素型」

の研究，さまざまな森林環境下における「生理的・

心理的」な研究，そして「臨床研究」の三つのタ

イプの発表が行われている。それらの研究結果か

らは，針葉樹・広葉樹の混交林が，林内揮発成分，

音，温度，休養効果などでも多様な作用を有して

いること，都市環境と比較して，明るく健全に整

備された森林環境では快適性，休養効果が高く，

心理，生理ストレスが少ないことが報告されてい

る。つまり，森林療法の適地としては，手入れの

行き届いた針・広混交林が望ましいと考えられる。

また，保健休養効果には，当然ながら個人の嗜
し

好
こう

や過去の森林体験も影響することや，森林には心

身の異常値を健常値に近づけるスタビライザー的

な働きがあること，森林療法は長期における行動

療法，精神療法，環境療法に好適であることなど

も同セッションで報告されている。同大会からは

精神科医や教育関係者の方も参加されたが，森林

環境の持つ保健休養機能を今後さらに高めていく

ためには，医療・福祉や教育現場とのコラボレー

ションを図っていくことも提言されており，こう

した周辺分野と専門家との協働は，森林療法のみ

ならず，今後の日本の森林再生にとって欠かせな

いポイントとなることだろう。

　森林療法を行う場所の具体的な選定にあたって

は，例えばかつての修験道を活用して，あるいは

中
ちゅう

風
ふう

に効くといわれていた山道を再整備するこ

とが新たな森林活用の一つとなるだろう。また，

細かい条件としては，身体障害者の場合（車いす

使用者を含む）は平坦（平均斜度 5％未満）なコ

ースを設定し，精神障害者の場合には，自分自身

の居場所づくりができるような林床，散策コース

を持つ森林環境を設定する。また，対象者の嗜好

を尊重し，林冠が鬱
うっぺい

閉した暗い林での実施は避け

るようにしたり（特にうつ状態の方など），視覚

機能を使ういくつかの森林風景・林相や，聴覚機

能を使う林分・空間，嗅
きゅう

覚
かく

や触覚を使う樹木・植

物などをそれぞれコースの途中に設定するなど，

われわれの持つ五官の機能を覚
かく

醒
せい

できるような多

様性のある森林環境で設定することが肝要である。

海外の事例

　森林療法に類似した海外での事例ではどのよう

なものがあるのだろうか。森林散策が医療的な保

養の中にも取り込まれているのが，ドイツ，フラ

ンス，ブルガリアなどヨーロッパ諸国に見られる

特徴である。また，その保養地の気候や自然環境

をすべて利用して保養施設や環境が整備されてお

り，特別な保養用の森林を新たに造成するという

ようなケースはほとんどないようだ。身近な造林

地なども保養環境として利用し（写真④），従来

▲写真④　トウヒの造林
地の中に設けられた散
策・リハビリコース
　（ドイツ・バイエルン
州）
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の林道，作業道をセラピーのコースとして使い，

平均勾配や距離などから，歩行消費カロリーを計

算したコースの設計は医師が担当しているケース

も見られる。

　例えば，ドイツの自然保養客の森林散策の目的

は，呼吸器系，血液循環器系（脳梗
こう

塞
そく

なども含めて）

疾患，神経痛・リュウマチ，喘
ぜん

息
そく

などのリハビリ

のほか，肥満，運動不足，不眠，ストレスの解消，

気分転換などである。これらの疾患や保養目的を

持った保養客がそれぞれのペースと時間で森林散

策を行うのである。保養地では，保養税（クア・

タックス）という税金を保養客の宿泊代の中から

徴収し，その税収益を保養環境の整備に充
あ

ててい

る保養地も多い。また，その保養地独自の森林保

養条例を設け，当保養地内の森林はすべて，たと

え個人の所有林であっても，保養者が保養目的で

散策する場合には，森林所有者はそれを受け入れ

なければならないとする保養地もある（写真⑤）。

こうした森林散策の融通性の拡大なども今後わが

国で検討する余地があるだろう。

　福祉活動と絡めた事例としては，カナダでは養

護学校の地元にある大学の演習林に出かけ，児童

が下刈りや枝打ちなどに取り組んでいる事例や，

スウェーデンの自閉症（脳の機能障害）施設利用

者が森林の整備活動に取り組んだ結果，障害行動

が緩和したケース（写真⑥），イギリスの知的障

害者施設の利用者が定期的に近隣の森林公園での

散策を行い（写真⑦），精神面でのフラストレー

ションを低下させている事例などがある。

　また，医療では，交通事故などの後天的な障害

や，脳障害などによる歩行リハビリテーションの

ために，森林内に歩行コースを設置している総合

リハビリテーション病院などもドイツをはじめ，

欧米諸国で見られる（写真⑧）。

国内各地での取組みの様子

　森林療法関係の森林保養事業や企画の取組みを

始めた市町村がすでに全国的に増えてきている。

計画がスムースに進んでいる地域の特徴としては，

計画の目的と対象者が明確で，その地域のNPO

をはじめとする人材が確保されており，医療・福

祉関係のバックアップ体制もしっかりし，その地

▲写真⑤　私有林の中を自由に歩く保養客とセラピスト
（ドイツ・バイエルン州の保養地。保育作業が未整備な
林分もあるが，保養客は公私有林を問わず，自由に歩く
ことができる）

▲写真⑥　作業療
法の一環として
の丸太運搬（ス
ウェーデン・ル
ント市の自閉症
療育施設）

▲写真⑦　森林公園を散策する知的障害者施設の利用者
（イギリス・ウェンドーバー町）



森林技術　No.768　2006.326 森林技術　No.768　2006.3 27

域の地形や歴史性，風土なども考慮したプログラ

ムが実施されていることなどが挙げられる。逆に

計画がうまく進まない地域の共通点としては，企

画のみが先行していたり，これまでほとんど人が

利用していないような放置林・公有林の活用とい

ったハコモノと計画の先行，事業を担う人材の不

足，地域でのネットワークの未整備，そして何よ

りも地域住民の関心・ニーズがないことなどが挙

げられる。まずは，地域住民の健康増進を図る森

林療法を実践することが大切なのである。

　具体的に先進的な取組みをしている事例地とし

て，例えば長野県では，2002年度に「エコメデ

ィカル・ヒーリングビレッジ事業」という計画を

着手し，2003年からはその 1番目の保養地とし

て，同県北部の信濃町が同事業に則った活動を開

始している（写真⑨）。信濃町では，同年より「森

林メディカルトレーナー」という森林療法に携わ

る人材養成をまず行い，その後は主に都市部のビ

ジネスマンを対象にして定期的な保養客の集客を

行っている。保養にはいくつかの散策コースが設

定され，さまざまな保養メニューが準備されてい

る。現在同町における森林メディカルトレーナー

は 100名前後を数え，自発的な学習も盛んで，保

養客にもリピーターがすでに見られている。

今後の課題

　森林療法の現時点における課題としては，まず

は未
いま

だに長期的な実践や具体的な症例・障害の研

究データが不足していることが挙げられる。生活

習慣病の予防やメンタルヘルスの一環として，あ

るいは心身のリハビリテーションとして，森林療

法がどの程度効果的であり，また，どのような特

徴があるのかを具体的に明らかにしていかなけれ

ばならない。

　次に人材の確保あるいは養成である。森林療法

には森林を案内散策するだけでなく，医療的な知

識やカウンセリングの技術，またクライエントの

心を和ませ，森林をうまく利用するセラピストと

しての素養や，救急法の心得も併せ持った人材が

必要となる。しかしながら，こうした条件をすべ

て兼ね備えた人材の確保はまず困難である。そこ

で，そうした各分野の専門家を集めてコーディネ

ートし，協働することが可及的な対応策である。

森林療法を円滑に行うことができる場所には，こ

うした複数分野の人材の確保が現状では必要であ

るが，森林療法専門のセラピスト資格も今後検討

されるべきであろう。

　最後に，森林の環境要素と保健休養効果の関連

性をさらに明らかにしながら，わが国の近未来に

おける「超高齢化社会」における健康づくりや，

今なお増え続けている生活習慣病予備軍の予防医

療，また医療における代替療法の一環として，あ

るいは障害者の療育活動における森林療法のプロ

グラムなどについても，その効果と意義を，より

多角的なアプローチから継続して調査研究してい

くことが強く望まれる。

▲写真⑧　病院に隣接されている森林リハビリテーション
コース（歩く速度なども説明されている）

▲写真⑨　都会からの保養客を招いての森林療法の様子
（長野県信濃町）
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森林セラピー基地への取組み
―長野県飯山市

はじめに

　現代社会はさまざまなストレスにさらされ，そ

して運動不足や食生活の影響による生活習慣病が

年々増加しており，その結果，ストレスの解消，

健康増進，疾病予防のニーズが年々高まりつつあ

ります。これらのニーズには，自然治
ち

癒
ゆ

力を高め

て徐々に改善を施すことが効果的であると言われ

ています。その中で，今，森林浴で得られる癒
いや

し

に加え，健康増進を目的にもう少し意識的に森林

を活用する「森林セラピー」が注目されています。

　このような中で，（社）国土緑化推進機構など

により組織されている森林セラピー実行委員会が

実施する森林セラピー総合プロジェクトの森林セ

ラピー基地，ウォーキングロード認定事業に全国

から 27の自治体等が候補地としてエントリーし，

飯山市もその一つとして名乗りを挙げるとともに，

17年度はその認定に向けて，森林の持つ癒し効

果の医学的な実証実験を行いました。

　併せて 17年度は，その医学的なエビデンス（客

観的かつ科学的な分析）に基づいた健康をキーワ

ードにした新しい旅「健康への旅」のプログラム

を構築しており，18年度からの具体的な実施を

目指しています。それでは，その飯山市の取組み

についてご紹介します。

森林セラピー事業に着手するまでの経緯

　飯山市は信州の最北に位置する人口約 2万 6千

人の城下町です。市の中央を千曲川が緩やかに流

れ，その周囲に伸びやかに広がる田園風景は四季

折々の美しさを見せ（写真①），その美しさは，

平成 14年に全国公開された映画「阿
あ

弥
み

陀
だ

堂だよ

り」により紹介されたことは，記憶に新しいとこ

ろです。文部省唱歌「ふるさと」，「朧
おぼろ

月
づき

夜
よ

」の作

詞者は，この郷土が生んだ高野辰之文学博士でも

あります。日本のふるさとにふさわしい豊かな風

土と魅力を創りだしている土地，それが「飯山」

です。また，日本でも有数の豪雪地である飯山市

の産業の中心は，その雪によるスキーを中心とし

た観光と，寒暖の差の大きさゆえにおいしいとさ

れる米やアスパラガスに代表される農業です。

　しかし，バブル崩壊後は，景気の低迷や少子化，

若者のスキー離れにより，ピーク時には年間 180

万人いたスキー客が現在では約 80万人に激減し，

市内に 6箇所あったスキー場も 2箇所が閉鎖し，

現在 4箇所となりました。

　そのような中，平成 6年，当時の小山邦武市長

が，市内の美しい自然を活用し，観光と農業を結

びつけたグリーン・ツーリズム事業を展開し始め

ました。戸狩，信濃平地区の農家民宿での小・中

学生を対象にした自然体験教室や，なべくら高原

森の家を中心にした自然・農業体験プログラムに

出澤俊明
飯山市役所 総務部 旅産業室 企画員（でざわ としあき）

〒389-2292 長野県飯山市大字飯山 1110-1
Tel 0269-62-3111　Fax 0269-62-5990

森林の持つ癒し効果―本格始動した森林療法今月のテーマ テーマ - 5

▲写真①　菜の花公園から臨む飯山市
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より，一時はグリーン・ツーリズム関連で年間約

90万人の集客に成功しました。しかし，全国に

先駆けて事業展開したグリーン・ツーリズム事業

も，全国各地で年々行われるようになってきたこ

とにより，ここ数年は伸び悩みを見せていました。

　そこで，飯山市にとって，17年度から公募の

始まった「森林セラピー基地」は，グリーン・ツ

ーリズム事業を通じ，必要な施設やウォーキング

ロードがすでに整備されていることから，新たな

ハード事業は必要ないという点でメリットがあり

ました。また，現木内正勝市長の公約である「旅

産業」の推進は，「健康」をキーワードとした癒

しの旅を目指しており，森林セラピー事業は方向

性を同じくするものでもあったのです。

森林セラピー事業の取組み

　森林セラピー事業を推進するうえで，当時はま

だ森林セラピーの医学的な解明が十分でなかった

ことから，エビデンスに基づく効能の評価をする

ことと，森林セラピーを取り入れたプログラムを

構築することが必要であり，17年度，飯山市で

はその二つの事業に取り組みました。

（1）森林の持つ癒し効果の医学的・科学的エビデ

ンスの確立

　森林セラピー実行委員会が行う森林セラピー基

地・ウォーキングロードを認定する活動の一環で

ある森林セラピー生理実験を，飯山市では，（独）

森林総合研究所による実験と日本医科大学による

実験の 2種類を行いました（写真②）。

　（独）森林総合研究所による実験は，森林部と都

市部と同時に行い，被験者の心拍変動性，唾
だ

液
えき

中

コルチゾール，唾液中アミラーゼ，血圧などの反

応を総合的に測定し，人への森林の効能を科学的

に実証するものです。飯山市では 8月の下旬に，

信州大学男子学生 12名を被験者として行いまし

た。今までの実験では，唾液中のコルチゾールと

いう「ストレスホルモン」が都市部に比べ，森林

では濃度が低くなるということがわかっています。

また，心拍の「ゆらぎ」の測定でストレスの高い

ときに高まる「交感神経」の活動が抑制され，リラ

ックスしたときに高まる「副交感神経」の活動が

昂
こう

進
しん

するということや，脳の活動も森林では沈静

化されリラックスしていることがわかっています。

　また，日本医科大学による実験は，東京都内に

勤務する 30～ 50歳代の男性サラリーマンで，長

時間労働をしているなど疲労やストレスがたま

っていると見られる 12人を対象に実施されまし

た。9月上旬の 3日間，飯山市郊外の森林遊歩道

（2.5km）を初日に 1回，2日目に 2回歩き，出

発前と滞在 2日目，3日目の計 3回血液を採取し，

NK（ナチュラル・キラー）細胞が壊すがん細胞

の割合で示されるNK活性化率の平均値で比較

した結果，出発前に比べ，2日目は 26.5％，3日

目は 52.6％増え，「森林浴がストレスを解消し，

がん抑制につながる」可能性が立証できました。

（2）森林セラピーを取り入れたプログラムの構築

　飯山市では，17年 3月に，地域資源としての森

林等を活用し，医療・福祉機関，健康サービス産

業，民間事業者，公共団体等が連携し，健康プロ

グラムを作成・提供するためのシステムを構築し，

また，その推進を図ることを目的に，約 30の

機関，団体，企業により，「飯山市森林セラピー

協議会」を組織しました。

　そして，その協議会の中に森林療法，ツアー，

宿泊，商品開発の 4作業部会を設け，17年度中

に森林セラピーを取り入れたプログラムを構築し，

18年度からは具体的に実施できるように進めて

います。そのため，協議会では，森林セラピーの

▲写真②　生理実験風景
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専門家を招き研修会を開催するとともに，中心と

なるメンバーが森林療法の先進地であるドイツを

視察しました（写真③）。

　また，森林セラピー基地候補の全国ネットワー

ク会議の代表世話人を飯山市長が務めていること

から，飯山市において，17年 10月 15～ 16日に，

豊かな森の癒し効果を普及し地域づくり活性化策

を探ることを目的に，「第 1回森林セラピー基地

候補全国サミット」を開催しました。

　　森林セラピー基地候補
「心のふるさと」信州いいやま

母の森　神の森の紹介　　

　飯山市の森は，大きく分けて二つの森（母の森

と神の森）がありますが，その中にも特徴ある森

が数多くあり，それぞれの森のストーリーに合っ

た森林セラピーのプログラムを提供していく予定

です。ここでは，二つの森の概要を紹介します。

（1）母の森　場所：鍋
なべ

倉
くら

高原・黒岩山・斑
まだらお

尾高原

周辺一帯／主な木の種類：ブナ（天然林）／森の

特徴：ブナは，ヨーロッパでは“繁栄の象徴”と

され，「クイーン・オブ・ザ・フォレスト（森の

女王様）」と尊ばれています。肥
ひ

沃
よく

な土壌をつく

ることから「土壌の母」，女性的で優美な樹相か

ら「森の母」，ブナが下木の成長を助けることか

ら「森の医者」などと呼ばれることもあります。

また，ブナ（写真④）は，さまざまな樹種を育む

ように育つ木であり，生態系で見れば「完成され

た森」でもあります。本地域の人々は，こうした

ブナ林の重要性を認識し，保水力があり，雪崩を

防ぎ，恵みを与える森として，古くから密接な補

完関係を築くとともに，幾多の危機を乗り越えて

ブナ林を大事に守ってきています。

（2）神の森　場所：北竜湖・小菅山・万仏山周辺

一帯／主な木の種類：杉（並木）／森の特徴：こ

のロードが位置する小菅山は，小菅山国有林と民

有林からなります。1300年前の昔，修験道の開祖，

役の行者によって建立されたと言われている国の

重要文化財，小菅神社が山の中腹にあります。か

つてこの地域は，戸隠，飯綱と並んで北信濃三大

修験の里の一つに数えられていました。この修験

道には，樹齢 200年～ 300年という古木の杉並木

が約 800mにわたって続き，荘厳な雰囲気を漂わ

せています（写真⑤）。そして，この山道を歩く

たびに心が平穏になるとともに，上杉謙信，武田

信玄にまつわる多くの故事があり，歩く人の創造

を豊かにしてくれます。

▲写真③　先進地ドイツ視察

▲

写
真
④　

母
の
森
�
ブ
ナ
�

▲

写
真
⑤　

神
の
森
�
杉
�
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森林セラピー基地への取組み
―宮崎県日之影町

概　　要

　日之影町は，宮崎県の北西部に広がる西
にし

臼
う す き

杵

郡 3町の最も東に位置しており，北は大分県と

接する東西に約 9km，南北に約 30kmの総面積

27,768haの町です。町の面積の約 92％にあたる

25,462haが森林となっており，その内 7,298ha

の国有林が町の北部を占めています。広大な森林

面積のうえ，標高が 70m～ 1,605mとなってい

る関係で，針葉樹のみならず，カシやシイなどの

常緑広葉樹，ブナなどの夏緑広葉樹，アケボノツ

ツジなどの山地風衝低木と多彩な植生が見られま

す。町の基幹産業は，豊富な森林資源を活
い

かした

林業と，少ない耕地を利用した水稲・畜産・椎
しい

茸
たけ

・

たばこなどとの複合経営となっています（写真①）。

　自然，歴史の点から見ると，町のほぼ中央部を

一級河川五ヶ瀬川が西から東へと貫流し，その支

流の日之影川が，町の北部の祖
そぼかたむき

母傾国定公園から

流入しているほか，大小の谷川が周辺の深山から

この二つの川に流れ込み，深い V字谷を形成し

ています。このため，川の両岸は 50m～ 100m

の切り立った断
だん

崖
がい

となり，峻
しゅん

険
けん

な山岳と大小の河

川が生み出す景観は豊かな自然の美を織りなして

おり（写真②），山菜や紅葉狩り，渓流釣りには

各地から多くの観光客が訪れます。また，石器時

代にはすでに人が居住していた様子がうかがえる

洞穴，古墳時代の石塔など多くの文化遺産が点在

することから，古くから豊富な自然環境の下に住

環境の優れた地域であったことが推察されます。

今までの取組みについて

　さて，このように豊かな自然環境と，森林資源

を活用した地域振興の手立てはないものか，また

町に住む人が，このすばらしい地域に住む喜びと

誇りを持つことにより，人口減少の歯止めとなる

方策はないものかと模索していました。そこへ，

産学官連携の下に「森林

セラピー」に関しての研

究や，メニュー開発，モ

デル地の選定が行われて

甲斐敏弘
日之影町役場 農林振興課 林政係 係長（かい としひろ）
〒882-0402 宮崎県西臼杵郡日之影町大字岩井川 3398-1

Tel 0982-87-3906　Fax 0982-87-3914

森林の持つ癒し効果―本格始動した森林療法今月のテーマ テーマ - 6

▲写真①　町の航空写真

▲

写
真
②　

矢
筈
�
や
は
ず
�
岳
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いたので，今回「森林セラピー基地」として申請

を行ったところです。

　皆様もご存知のとおり，「森林セラピー基地」

には，森林に触れながらウォーキングを楽しむ「森

林セラピーロード」が必要です。本町が申請して

いるロードは，明治 43年から昭和 19年にかけて

営林署（現在の森林管理署）が，国有林内の木材

を搬出するために敷設した森林軌道跡を利用して

おり，昭和 32年に森林軌道が廃止され，現在は

町道として管理している道です。このロードは，

町の中心部より北へ日之影川（写真③）沿いに総

延長は 29kmに及び，勾配も 5～ 7％と大変緩や

かです。健常者はもちろんですが，非健常者でも

十分利用可能となっています（写真④）。一部は

集落道として利用されている関係で，舗装されて

いる所もありますが，未舗装の部分も半分以上残

っており，エメラルドグリーンに輝く日之影川の

様子を眺め，川面を渡る爽
さわ

やかな風を感じ，渓流

の心地よいせせらぎを聞きながらの散策は，歩く

人の心を和ませてくれます（写真⑤）。

　ロードのほぼ中間地点には，急斜面に自然石を

積み重ねて築き上げられた戸川集落があります。

平成 11年に「日本の棚田百選」に認定され，国

の登録有形文化財にも指定されています。また平

成 15年には文化庁の文化的景観に選定されまし

た。棚田百選に選ばれたのを契機に，町の中央部

に所在する「温泉のある駅舎（日之影温泉駅）」

から戸川集落までの約 8kmを，今回申請してい

る「森林セラピーロード」を使用してウォーキン

グする「渓谷トロッコ道ウォーキング大会」が，

春と秋の年 2回開催されており，現在までに 11

回を数えるに至りました。平成 14年には，この

ウォーキングロードが「日本の遊歩道百選」に認定

されました。町内外からたくさんの方々がウォー

キング大会に参加していただき，ロードを歩くこ

とで森林浴を楽しんでいただいています（写真⑥）。

　「森林セラピー基地」としては，ウォーキング

大会や体験農業等での，心身をリフレッシュする

取組みは行っていますが，現段階ではそれより踏

み込んだものは行っていません。また，受入れを

行う施設や体制としても，まだ十分なものとは言

えません。「森林セラピー基地」を，今後どのよ

うな形で整備，機能させていくのか，また，どの

ように運営していくかなどの計画を立てる必要が

あります。そこで平成 17年 4月より，役場内に「森

林セラピー推進班」を設置しました。この推進班

は，役場内の企画，農林，福祉，医療部門の職員

で構成されています。それぞれの分野における情

報やアイデアを提供し，より実効性，実現性のあ

る計画づくりや，町民への情報提供，研修会の開

催を目指しています。しかし，「森林セラピー基

地」としてうまく機能させるには，行政のみの考

えや行動では限界があり，また，基地としての運

営もうまくいかないと思われます。そこで，町内

の各種団体の代表者からなる「森林セラピー推進

協議会」を，平成 17年 12月に設立しました。こ

の協議会は，行政の職員のみならず，飲食店，宿

泊，特産品，農業，林業，体育協会，ボランティ

ア等の関係者 18名で構成しています。また，協

議会の下部組織として，前述した「森林セラピー

推進班」を置き，行政と地域住民とが共に考え行

動する組織としました。

今後の取組みについて

　「森林セラピー基地」を充実させるためには，

ソフト面とハード面とを同時進行で整備する必要

▲

写
真
③　

日
之
影
川
の
流
れ

▲写真④　森林セラピーロード（申請中）
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があります。今後は「森林セラピー推進協議会」

を中心として，次のような取組みを行い，「森林

セラピー基地」を目指して充実させたいと考えて

います。

　まずソフト面ですが，受入れ側である町民が「森

林セラピー」をよく理解し，すばらしい自然環境

の中に生活する喜びを認識し，訪れる方々へ伝え

ることができるようにするため，研修会等の開催

を考えています。次に，訪れた方々のケアや，森

林を案内する人の養成を考えています。実際に森

林を案内するにあたっての基礎知識はもちろんで

すが，今後，国レベルで計画が進んでいる「森林

セラピスト」の養成も大変重要となります。また，

訪れた方々が滞在中に満足するためには，ロード

を歩くだけではない「日之影流の楽しみ」が必要

だと考えます。そのため，農林業を体験し，そこ

で収穫した食材を使っての田舎料理体験や，本町

に残る匠
たくみ

の技に触れる工芸体験，古くから伝わる

神楽や農村歌
か

舞
ぶ

伎
き

などの伝統芸能体験，豊富な自

然を満喫できるアウトドア体験等のメニューづく

りを行います。滞在中は食べることも楽しみの一

つです。本町の農産物を利用した日之影独自の料

理はもとより，セラピー効果をより高める薬膳料

理や，特産品の開発を考えています。そして，滞

在中をトータルに考え，「森林セラピー」の効果

をより高め，日之影を満喫できるような滞在中の

メニューづくりに取り組みたいと考えています。

　次にハード面です。先にも述べたとおり森林軌

道跡の総延長は 29kmとなっていますが，現在ロ

ードとして使用できるのはその内の約 10kmで

す。過去の災害等により，全線の通行ができない

状態となっています。通行できない箇所は広葉樹

林が多く，また景色のよい所が多数あるので，早

急に整備する必要があります。河川沿いにロード

がありますから，川辺へ下りて水と親しむ施設や，

景色のよい場所で休憩できる視点場（眺望ポイン

ト）の整備はもとより，森林があっての「森林セ

ラピー」ですので，ロード周辺で手入れの遅れて

いる森林の整備を行う必要があります。ロードの

途中には当然のことですが，トイレをバランスよ

く配置する必要があります。足りない分は，設置

を進めていく考えです。また「森林セラピー」に

訪れた方が，案内を受けるための窓口を開設する

必要があります。全国各地から窓口まで，窓口か

らロード等のセラピー施設までの，送迎を含めた

交通体系や，訪れる方々の滞在の拠点となる宿泊

施設の整備も必要です。

おわりに

　取組みを始めて間がなく，現段階ではほかの「森

林セラピー基地」に名乗りを上げている地域に比

べ，整備の行き届いていないところばかりかと思

います。しかし，日之影には今回申請しているロ

ードのほかに，別の森林軌道跡や山地の尾根筋を

通っている道，起伏に富んだ道など，「森林セラ

ピーロード」として利用できる道が多数あります。

また最初に述べたとおり，豊富な自然とともに培

ってきた歴史的な遺産や文化もあります。今後は，

自分たちの身の丈に合った「森林セラピー基地」

として整備を進め，他の地域と同じものではなく，

日之影らしい，日之影でしか体験できない「森林

セラピー基地」となるように，森林セラピー実行

委員会のご指導を仰ぎながら，着実に歩を進めた

いと考えています。

▲写真⑤　ロードからの川の眺め ▲写真⑥　渓谷トロッコ道ウォーキング大会の様子
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▲写真③　皮の煮沸状況
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度
も

水
を
加
え
な
が
ら
気
長
に
沸
騰
さ
せ
る

と
�
や
が
て
煮
汁
は
ブ
ド
ウ
色
か
ら
黒

く
な
る
�
と
佐
藤
さ
ん
は
言
い
ま
す
�

　

筆
者
ら
は
�
大
き
な
ビ
ニ
�
ル
袋

に
皮
を
入
れ
�
水
を
た
�
ぷ
り
加
え
て

一
晩
浸
し
ま
す
�
翌
朝
に
皮
を
鍋な
べ

に
移

し
て
水
を
加
え
�
重
曹
を
皮
の
重
さ
の

約
一
〇
％
混
ぜ
て
か
ら
沸
騰
さ
せ
ま
す

は
じ
め
に

　

救
荒
食
と
し
て
の
松
皮
餅も
ち

は
�
時
折

耳
に
し
ま
す
が
�
具
体
的
な
餅
つ
く
り

の
記
述
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
�

�
食
べ
ら
れ
る
青
森
県
の
山
野
草
��
山

田
耕
一
郎
・
一
九
八
三
�
に
よ
る
と
�

�
内
樹
皮
は
�
つ
い
て
水
に
数
度
浸
し
�

蒸
し
て
か
ら
米
�
そ
の
他
の
穀
類
と
混

ぜ
て
餅
に
す
る
�
あ
く
ぬ
き
は
酢
水
が

よ
い
�
と
あ
り
ま
す
�
筆
者
も
一
度
は
�

松
皮
餅
つ
く
り
を
体
験
し
た
い
と
願
�

て
い
た
と
こ
ろ
�
よ
う
や
く
二
回
体
験

で
き
ま
し
た
の
で
�
そ
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
�

松
皮
餅
つ
く
り
の
試
み

　

二
〇
〇
三
年
に
秋
田
県
在
住
の
中
田

�
写
真
③
��
沸
騰
し
た
鍋
の
湯
は
灰
汁

で
黒
く
な
り
ま
す
�
こ
れ
を
汲く

み
取
り

捨
て
�
そ
の
分
に
相
当
す
る
水
を
加
え

な
が
ら
約
四
時
間
三
〇
分
煮
ま
し
た
が
�

鍋
の
煮
汁
は
ブ
ド
ウ
色
で
黒
く
は
な
り

ま
せ
ん
�

　

佐
藤
さ
ん
は
�
釜
の
煮
汁
が
冷
め
た

ら
皮
を
取
り
出
し
て
�
木き

槌づ
ち

と
包
丁
で

皮
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る
ま
で
叩た
た

き
に
叩

き
ま
す
�
こ
れ
が
大
変
な
仕
事
と
言
い

ま
す
�
手
で
引
�
張
�
て
み
て
細
か
く

ち
ぎ
れ
る
よ
う
に
な
�
た
ら
�
大
き
な

握
り
飯
の
よ
う
な
黒
く
丸
い
形
�
松
皮

玉
�
に
し
て
冷
凍
保
存
し
て
お
き
ま
す
�

　

筆
者
ら
も
佐
藤
さ
ん
に
習
い
皮
を
木

の
台
に
載
せ
て
木
槌
で
叩
き
ま
し
た
が
�

な
か
な
か
細
か
く
な
り
ま
せ
ん
�
餅
つ

く
り
の
予
定
時
間
ま
で
に
細
断
が
終
わ

り
そ
う
も
な
い
の
で
�
鋏
は
さ
み

で
約
一
〇
cm

長
さ
に
切
り
�
ミ
キ
サ
�
を
使
う
こ
と

に
し
ま
し
た
�
と
こ
ろ
が
�
使
用
中
に

ミ
キ
サ
�
が
熱
く
な
る
の
で
水
を
少
々

加
え
な
が
ら
細
断
し
�
な
ん
と
か
予
定

の
量
を
つ
く
り
ま
し
た
が
�
水
気
が
多

い
の
で
布
袋
に
入
れ
重お
も
し石

を
用
い
て
水

切
り
を
し
ま
す
�
松
皮
玉
は
赤
柴
色
に

近
く
�
佐
藤
さ
ん
の
よ
う
に
黒
く
な
り

ま
せ
ん
�
煮
過
ぎ
な
の
か
�
灰
汁
の
取

り
過
ぎ
か
反
省
す
る
点
ば
か
り
で
す
�

二
回
目
は
�
灰
汁
の
捨
て
る
量
を
少
な

山
村

　
　

の

食
文
化

今
月
の
お
品
書
き　
　

七
の
膳

松
皮
餅

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授　

杉す
ぎ
う
ら浦

孝た
か
ぞ
う蔵
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リレー連載　　レッドリストの生き物たち

30　中国地方以西のニホンリス

ニホンリスはどういう動物なのか？

　「リスがレッドリストの生き物である」と聞く

と，意外に思う人も多いのではないでしょうか。

リスは物語や挿絵によく登場し，身近な動物とい

うイメージがあります。木の実をくわえて，忙し

そうに樹上を跳び歩く姿はだれでも頭に浮かぶこ

とでしょう。しかし，よく考えると，ニホンリス

を山の中で見たことがある人はどれくらいいるで

しょうか。

　ニホンリスSciurus lis  Temminckは，日本

の本州，四国，淡路，九州の４島にだけ分布する

とされています。しかし，九州では 1970年代以

降の捕獲記録はありませんし，淡路島でも現在生

息している証拠はありません。したがって，世界

中でニホンリスという種が生息する地域は，おそ

らく本州と四国だけです（阿部 1994）。しかし，

すでに四国や中国地方では生息地もごく限られて

いるため，環境省は 2002年に中国地方以西のニ

ホンリス個体群を，絶滅のおそれのある地域個体

群と指定しました。また，1994年に，ニホンリ

スは狩猟獣の対象から外されました。

　ニホンリスは，樹上に巣を作り，種子や昆虫や

キノコ類を餌
えさ

として利用するため，森林なくして

は生きられません。種子といっても，オニグルミ

やマツ類など脂肪分が多いものに強く依存してい

ます。意外とドングリ類は好物ではありません。

クルミ林やマツ林は主要な餌場として重要ですが，

春先の新芽や花，初夏の果実も彼らにとって必要

な餌資源です。したがって，多様な樹種が備わっ

ている環境が最も好まれます。巣をかける木とし

て，常緑の大径木が選択される傾向もあります。

このように，ニホンリスの生息できる森林には一

定の条件があるのです（田村 2001）。

なぜ，減少しているのか？

　ニホンリスが西南日本で減少している理由につ

いてはよくわかっていません。しかし，上記のよ

うな生息環境の好みの点から考えてみると，原因

がいくつか推定できます。まず，主要な餌品目で

あるクルミやマツの木が減っている可能性，次に，

多様な樹種が含まれる林が減少した可能性，さら

に巣を作るための常緑大径木が減った可能性など

です。オニグルミは実際に，九州や淡路島で非常

に希少になっています。その証拠に，オニグルミ

を食樹とするオナガシジミという蝶
ちょう

が九州ほか西

日本の多くの県でレッドリストに挙がっており，

オニグルミを保全する必要性が指摘されています。

オニグルミは川沿いに分布することが多いのです

が，河川の中・下流域は人間活動によって開発が

進み，そのために，いち早く姿を消す樹種なのか

もしれません。また，アカマツ林は中国地方など

西日本では比較的ふつうに見られるのですが，明

治時代から薪炭林として過度に利用され，さらに

昭和 50年代ごろより激化したマツ枯れ被害など

によって，アカマツ林の面積は減少傾向をたどっ

ています（森本・森本 2001）。さらに九州，四国，

中国地方にはスギ・ヒノキの人工林が山の隅々ま

で広がっています。人工林の中は暗く下層植生も

貧弱で，多様な樹種を利用するリスが住める環境

ではありません。当然，そうした人為攪
かく

乱
らん

が継続

している西日本の森林では，樹齢の高い大きな木

は少なくなっているはずです。つまり，西日本で

はリスが必要とする森林環境が満たされなくなり

つつあるのかもしれません。

(独)森林総合研究所 多摩森林科学園　〒193-0843 東京都八王子市廿里町 1833
Tel 0426-61-1121　Fax 0426-61-5241　E-mail：haya@ffpri.affrc.go.jp田

た

村
むら

(林
はやし

)典
のり

子
こ
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ニホンリスを保護することで

　ニホンリスは，天敵に対して巧妙に隠れ，逃げ

る行動を進化させています。できるだけ動かない

し，幹の陰に素早く隠れる動きは，忍者そのもの

です。それでも，リスが多くの捕食者たちの餌と

なっていることは間違いありません。リスの研究

をしていて，彼らがタカ類やテンなどに捕食され

る場面を見るのは確かにショックです。しかし，

リスが生息することで，タカ類やテンなどの捕食

動物が生息可能になると考えることもできるので

す。

　リスはオニグルミなどの種子を地面に１個ず

つ埋めて貯食しておき，餌がないときに回収して

食べます。しかし，貯食した種子すべてを回収す

るわけではないようです。春先には，オニグルミ

の木から離れた場所に，クルミの実生がポツリポ

ツリと芽生えてきます。貯食したリスが回収する

前に死亡したり，生存していてもたまたま回収さ

れず，無事に春を迎えられた種子が発芽するので

す。こうして，オニグルミの種子は斜面を転げ落

ち，川によって下流方向へ流されていくだけでな

く，上流や山の斜面，ときには別の沢へと運搬さ

れ，更新のチャンスを得るのです（Tamura & 

Shibasaki 1996）。ニホンリスが多い東北地方や

甲信越地方の山林では，オニグルミはふつうに見

られ，順調な更新が行われている様子がわかりま

す。それは同時に，ニホンリスの生息地としての

条件を満たす環境にもなっているのです。

　長い進化の過程で培われてきた複雑で巧妙な

生態系の中で，ある１種の生き物がいなくなるこ

との影響は，計り知れません。西日本のリス個体

群を何とか絶滅させることなく，次世代につなげ

たいものです。

▲クルミを地中に貯食するニホンリス

≪引用文献≫

阿部 永監修（1994）日本の哺乳類［改訂版］．206pp．東
海大学出版会．神奈川．

森本淳子・森本幸裕（2001）関西における里山の変貌．
里山の環境学．pp60-72．東京大学出版会．東京．

田村典子（2001）ニホンリスの HSIモデル．14pp．(財)
日本生態系協会．東京．

Tamura N. & Shibasaki E. (1996) Fate of walnut seeds, 
Juglans ailanthifolia , hoarded by Japanese squirrels, 
Sciurus lis . J. For. Res. 1：219-222.
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地理情報システム（GIS）の最近の動向

その 3　地理情報の品質

（社）日本測量協会 GIS研究所 主任研究員
信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター 客員教授

◆ 航測コーナー

全 3話

　地理情報の品質は，図① 1）に示すように仕様

書が作り上げたモデル化世界へのデータの近似

の程度を品質という。モデル化世界を忠実に再現

できるデータは高い品質のデータであり，仕様書

に定義した内容から逸脱したデータは品質が低い

ということができる。表①に示す品質要素と品質

副要素の関係で説明すると，例えば仕様書で幅が

50cm未満の道路を取得しないと定義してあるに

もかかわらず，40cm幅の道路を取得したデータ

は，品質要素の完全性である品質副要素の「過剰」

なデータに該当する，あるいは平成 16年の 12月

30日にデータ取得したという記録があるにもか

かわらず，平成 18年 1月に完成した建物のデー

タが混入している場合は，品質要素の時間精度で

ある品質副要素の「時間妥当性」に触れる。

　その地理情報の品質情報の構成を図② 1）に示

してあるが，基本的な考え方としてデータ作成者

は仕様書に適合したデータを作成する，データの

利用者は自らの目的とする世界（モデル化世界）

を実現するために最も近似したデータを求める，

そのためには，自らデータを評価する，あるいは

第 3者機関にそのデータの品質の評価を委ねる。

データの品質は，データ品質適用範囲（品質を評

価する地理的・時間的な範囲），データ品質指標（品

質を評価する基準），データ品質評価手順（品質

を評価する手順），データ品質評価結果（仕様書

に適合したデータであるかの評価），データ品質

評価値型（評価結果の表現値），データ品質評価

値単位（表現値の単位）およびデータ品質日付（品

質を評価した日付）の 6個の記述子で記述される。

　これらは，定量的なデータの品質を表現する方

法であるが，非定量的な品質を表現するものには，

目的（データを作成した目的），用法（過去，デ

ータが本来の目的とは異なる目的で使用した場合

に説明する），および履歴（どのような原資料か

らどのような機器を用いて数値化し，どのような

処理を経て現在のデータとなったかを説明する）

の 3項目の品質参考要素がある。

　データの品質評価は，メタデータに記述する，

あるいは特別な手法などにより品質を評価した場

合は，品質評価レポートを作成するためのフォー

ムがある。

　国内においては，地理情報システム（GIS）関

係省庁連絡会議が国土空間データ基盤を構築する

場合，表② 2），表③ 2）に示すような品質要求によ

るデータを分類すること，およびその品質基準を

基に品質を明示することを申し合わせ事項として

いる。品質要求から 5段階（S～ D）に分類し，

その分類に従った品質基準を定めている。なお表

平田更一

アイテムの高さ，延長などの単位を間違えた定量的属性精度

住所の漢字に誤りがあった非定量的属性精度

入力した日付け以降のデータの記載があった時間妥当性

記録されるべきものの順序を間違えた時間一貫性

ラスタデータの真と見なされる値との差グリッドデータ精度

真と見なされる値との相対精度相対または内部精度

データの漏れ 取るべきデータを取得していない

概念スキーマの正確性概念一貫性

ポリゴンが閉塞していない，線データが切断されている位相一貫性

フォーマットを間違えたフォーマット一貫性

異常な値の混入定義域一貫性

アイテムの入力を間違えた分類精度

記録するべき時間を間違えた時間測定精度

座標値が真と見なされる値に近いか絶対または外部精度

取ってはいけないデータを取得データの過剰

内�������容品質副要素

主題精度

時間精度

位置精度

論理一貫性

完全性

品�質�要�素

▼表①　品質要素と品質副要素

モデル化世界A

記述する

データ利用者

選択

実世界

データ作成者
記述する

生産

製品仕様書

データ
の品質

データ
の品質 利用者要件

データ集合

モデル化世界B

モデル化世界

▲図①　品質の概念
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報標準でデータ作成を企画している方へ，共同で

仕様書を作成する，あるいは品質を評価すること

を提案して終わりとします。

（ひらた こういち）

③にある「品質基準 n％」

という表記は，1ロット

中の 1サンプルに含まれ

る不良率の限度，「規定

値の 2倍以上 5％未満」

という場合は，規定値の

2倍以上を不良とし，1

サンプル中の不良率 5％

を限度とすることを意味

している。

　地理情報標準 2.0が完

成してから 4年近い年

月が経過，普及を促進

するための地理情報標

準プロファイルも昨年作

成されたが，この標準に

準拠したデータの作成例

は未
いま

だ少ないのも事実で

ある。製品仕様書方式で

作業を進めることに習熟

していないこと，あるい

はUML，XMLを使い

こなす技術者が少ないこ

となどが要因として挙げ

られる。（社）日本測量協

会は，この地理情報標準

の普及活動をサポートす

る目的で測量技術センタ

ーにGIS研究所を設立，

セミナーの開催，ワーク

ショップ等にて地理情報

標準を紹介している。ま

た，標準に準拠したデー

タを作成するためのサポ

ート，および第 3者機関

としてのデータの品質を

評価（検定）する準備を

進めているので，地理情

≪関連事項の URL≫
http://www.gsi.go.jp/GIS/
　　　　　　　　≪引用文献≫
1）国土交通省国土地理院，地理情報標準 2.0，2003
2） 地理情報システム（GIS）関係省庁連絡会議の

Webサイト「品質評価表について」，2003

評価を行わなく
てよいもの

ある程度の誤り
が許されるもの

多少の誤りが
許されるもの

誤りが無いこと
が望ましいもの

誤りが許されな
いもの

評価を行わなく
てよいもの

ある程度の誤り
が許されるもの

多少の誤りが許
されるもの

誤りが無いこと
が望ましいもの

誤りが許されな
いもの

評価を行わなく
てよいもの

規定値より大幅
に緩やかな位置
精度でよいもの

規定値より緩や
かな位置精度で
よいもの

規定値の位置精
度を求められる
もの

高い位置精度を
求められている
もの

評価を行わなく
てよいもの

漏れ／過剰があ
る程度は許され
るもの

漏れ／過剰が少
しは許されるも
の

漏れ／過剰が無
いことが望まし
いもの

漏れ／過剰が許
されないもの

ＤＣＢＡＳ

品質要求による分類

主題精度

時間精度

位置精度

完全性

品質要素

▼

表
②　

品
質
要
求
分
類

定量的属性精度

非定量的属性精度

分類精度

主題精度

時間妥当性

時間一貫性

時間測定精度

時間精度

グリッドデータ精度

相対または内部精度

絶対または外部精度

位置精度

位相一貫性

フォーマット一貫性

定義域一貫性

概念一貫性

論理一貫性

データの漏れ

規定値の2倍以上20％未満

品質基準20％未満

品質基準20％未満

品質基準20％未満

品質基準20％未満

品質基準20％未満

規定値の2倍以上5％未満

規定値の2倍以上5％未満

規定値の2倍以上5％未満

品質基準20％未満

品質基準20％未満

規定値の2倍以上10％未満

品質基準10％未満

品質基準10％未満

品質基準10％未満

品質基準10％未満

品質基準10％未満

規定値の2倍以上5％未満

規定値の2倍以上5％未満

規定値の2倍以上5％未満

品質基準10％未満

品質基準10％未満

規定値の2倍以上5％未満

品質基準5％未満

品質基準5％未満

品質基準5％未満

品質基準5％未満

品質基準5％未満

規定値の2倍以上5％未満

規定値の2倍以上5％未満

規定値の2倍以上5％未満

品質基準5％未満

品質基準5％未満

規定値の2倍以上0％

品質基準0％

品質基準0％

品質基準0％

品質基準0％

品質基準0％

規定値の2倍以上0％

規定値の2倍以上0％

規定値の2倍以上0％

品質基準0％

品質基準0％

品質基準0％

品質基準0％

品質基準0％

品質基準0％データの過剰
完全性

ＣＢＡＳ品質副要素品質要素

▼

表
③　

品
質
基
準
の
設
定

定量的品質情報

品質情報の品質

非定量的品質情報

適用可能なデータ品質参考要素

品質情報の特定 品質情報の報告

メタデータ

データ品質 副要素記述子

適用可能なデータ品質要素と
適用可能なデータ品質副要素

データ品質適用範囲
データ品質指標
データ品質評価手順
データ品質評価結果
データ品質評価値型
データ品質評価値単位
データ品質日付

品質評価レポート

データ品質要素
完全性・論理一貫性

位置精度
時間精度・主題精度 ▲

図
②　

品
質
情
報
の
構
成

位置精度の規定値：　S:0.25m，A:0.25m，B:0.70m，C:1.75m
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　語り：「これはスギの林です。木と人の大きさ

を比べてみてください。ここには，幹の周囲が

2m，高さが 30m近くのスギの木が 3,000 本以上

あります。これらのスギの年齢は，どれも百歳で

す。100年前に植えたスギの苗は約 15,000 本でし

たが，苗木が成長して大きくなるにつれて少しず

つ木を伐って減らし，1 本 1 本の木に光と養分が

しっかりといきわたるように手入れをしてきたの

です。また，この場所はスギに適した土地で，両

側の尾根が風を防いでいます。木を植える前に専

門の技術者が調査したことが記録に残っています。

　このスギの木が植えられた 100 年前の日本はど

のような様子だったのでしょうか。日本はロシア

と戦争をして勝ちましたが，これを記念して各地

で植林が行われました。この森林は千葉県の鹿
か の う

野

山
ざん

という山にありますが，この地域を中心に明治

39年から 10年間で 1,000ha の記念造林が行われ

ました。そのうち現在残っている森林は，わずか

5haです。「百年の森」を残すことは，それほど

難しいことなのです。もし，おじいさんやおばあ

さんの若い時代に木を植えたとしても，私たちが

おじいさんやおばあさんになるまで手入れをし続

けて，やっと「百年の森」ができるのです。

　森林は，先人が守り育てたものを受け継ぎ，次

の世代へ引き継いでいくものです。「百年の森」

には，森を育てるための知恵や工夫がたくさん活
い

かされています。森林の未来について，考えてみ

てください」

●誌上教材研究　その 14

森林インストラクターによる教材研究－ 1枚の写真を通して

美しい空間と長い時間の流れ―百年生のスギ林から学ぶ

作成：寺嶋嘉春（てらしま よしはる／森林インストラクター）＊

寸評：山下宏文（やました ひろぶみ／京都教育大学 教授）＊＊

　意図（寺嶋）：子どもたちにとって，森林は自分の年を超える歳月を経ており，長い時間の流れ
を感じ取ることができる対象である。ちょうど 100年の森林の写真で，子どもたちの興味を最大限
に引き出したい。そこで何を感じるかを問いかけたい。100年生の森林の美しい空間と長い時間の
流れから自然の偉大さを感じると同時に，この森林に私たちが出会えるのは，100年前に人の手で
想いを込めて植えられ，100年にわたって手入れされてきたからだという事実に気づいてほしい。
環境教育においては，環境を良くする森林に着目させるだけではなく，その森林を守り育ててきた
人々の存在に気づき，さらに背景となる社会や歴史，そして，未来に目を向けさせるようにしたい。

　寸評（山下）：日本の美しい森林の姿を提示してほしいという要望を出して，教材を作成しても
らった。「健全な森林はとても美しい」ということを感覚的にとらえさせたかったからである。そ
して，日本の森林に愛着を感じさせたい。こうした感性にかかわることなく，頭だけで森林の大切
さを理解しても，自ら森林にかかわろうとする態度はなかなか育たない。また，森林の美しさの背
後にある人の役割にも目を向けさせる必要がある。今回の教材は，「社会科」に限らず「国語」や「道
徳」などのさまざまな場面で活用することができると考える。

▲

百
年
の
ス
ギ
の
林
（
千
葉
県
鬼き

泪な
だ

山や
ま

県
営
林
）
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製材用国産材素材の増加と
1 製材工場あたりの素材入荷量

　平成 15年の国産材供給量は 15

年ぶりの増加となり，続く平成

16年においても増加となった。

このようなことを背景に，国内全

体の製材工場への素材入荷量が減

少しているその一方で，国産材の

みを扱う製材工場への素材入荷量

は近年増加傾向にある（図①）。

　他方，製材工場数は平成 2年で

は約 17,000だったが，平成 16年で

は約 9,000と半分程度の水準とな

っている。扱っている材により製

材工場を，「国産材のみ」，「国産

材と外材」，「外材のみ」に分類し

てそれぞれの工場数の減少につい

て見ると，平成 16年において「国

産材のみ」では平成 2年の 3/4

程度の水準であるのに対し，他の

二者はいずれも 4割程度の水準で

あり工場数の減少が大きい（図②）。

　各分類における 1工場あたり

の素材入荷量を見ると，「国産材

のみ」では国産材の素材入荷量が

増加していること等により，近年

では 1工場あたりの素材入荷量は

「国産材及び外材」を上回ってい

るが，工場数が多いため，1工場

あたりの素材入荷量は低い水準に

とどまっている。一方，「外材の

み」での 1工場あたりの素材入荷

量は他の二者を大きく引き離して

おり，増加傾向が継続している。

「外材のみ」での工場では再編・

統合や，規模拡大が進んでいるこ

とがうかがえ，生産規模について

他の二者との差をさらに広げてい

る状況にある（図③）。

資料（図①～③とも）：

農林水産省「木材需給報告書」
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▲図①　国産材・外材別製材工場での製材用素材入荷量
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▲図②　国産材・外材別製材工場数の推移
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▲図③　国産材・外材別製材工場での 1工場あたりの素材入荷量
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　“森で働く若い人を育てたい”

との思いで筆者は有限会社「サト

ウ草木」を起こした。今，10年

目を迎えようとしている。この間

に何が起こり，何を考え，何を喜

び悲しみ，そして志がどこまで実

現したかを語っている。

　著者は，この期間は「月並みな

言葉では言い尽くせない長く辛い

道程でもあったし，充実し充
み

たさ

れた日々でもあった」と述べてい

る。山での日々の暮らし，特に林

業の仕事で出会ったことが生き生

きと描かれている。しかし，この

本は林業会社の経営論や成功話で

はない。そこには，次の世代の人々

を育てる著者の不屈の気持ち，森

や周囲の自然に感じるたおやかな

情感，自分の地域への愛着が行間

に満ちている。

　この本は明るい。読むにつれて

気持が高揚しさわやかになる。著

者が森を育て，若者を育てようと

するひた向きな気持が伝わってく

るからである。山や自然，家族や

友人，行政や周囲の人々への思い

やりと謙虚さが文章ににじみ出て

いるからである。

　場所は神奈川県の丹沢山系の北

部の津久井である。神奈川県民の

水源地帯であり，水源環境税がつ

くられたり，丹沢の自然再生の総

合調査が県民参加で進められてい

る所である。しかし，林業経営に

恵まれた所ではない。そこで著者

が体験し考えたことを小見出しを

付けてまとめている。

　去る 2月 4日（土），弥生講堂（東

大農学部）において標記シンポジ

ウムが開催された。安井正美国土

緑推専務の主催者挨拶に続き筒井

迪夫研究会議会長は，基調講演“里

山とは，森林文化とは―住民と里

山との結合”で，「21世紀の林政

は，森と人が一体となっていた時

代の人々の森に対する心と知恵を

再認識することから始まる」と述

べた。

　中村俊彦氏（千葉県立中央博物

館副館長）をコーディネーターに，

パネリストと論題は次のとおり。

小澤普照氏（林政総研理事長）私

が提唱する森林文化活動―活動の

幅を広げ，一歩前進させるための

論点／杉浦孝蔵氏（東京農大名誉

教授）今，なぜ山菜文化なのか／

荒尾 稔氏（トータルメディア研

究所代表取締役）日本の環境（森

林・里山）保全と渡り鳥／上善峰

男氏（研究会議事務局長）各地の

森林・林業施策について―宮崎県

諸塚村，高知県梼原町，千葉県の

実例―。

　全内容はお伝えできないので興

味深かった事柄を拾ってみたい。

●竹林 3分割管理法〔小澤氏〕そ

れぞれの地元にある竹林を 1/3ず

本
の
紹
介

佐藤好延 著

水源の山・つくいに生きて
～若者と荒廃林に挑む～

発行所：神奈川新聞社
　〒 231-8445　横浜市中区太田町 2-23
　TEL 045-227-0850（出版局）
　2005 年 2 月発行　四六判　186p
定価：本体 1,200 円＋税　ISBN 4-87645-356-X C0061

森林文化政策研究会議・

第 8回シンポジウム
―森林文化社会としての里山―

■主催：森林文化政策研究会議・（社）国土緑化推進機構　■後援：林野庁

ト
ピ
�
ク つ食用，炭，保存（景観利用）する。

竹を悪者扱いせず貴重な循環資源

として利用しようという提案だ。

●学部教育では手遅れ？〔杉浦氏〕

山菜と野菜の区分，地域による利

用部位別主な山菜，民間療法によ

る七草の効用など，詳細な資料を

掲げ，幼児の段階からこれらの教

育，文化の継承を図ることの必要

性を力説した。

●冬の水田に水を張る〔荒尾氏〕

太平洋側にガン類の大空白地帯が

生じており，これは湿地の埋立て

のため，渡りの道筋が弱くなって

いることが考えられるという。利

根川下流域は重要。凍らない暖か

い場所がないと，幼鳥が生育でき

ない。そこで，冬季湛水水田を用

▲成果を地域森林計画に生かしてい
くことが大事，と総括する筒井会長
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　第一章は「若者と荒廃林に挑む」

で，地元の村に生きて林業を志す

若者への思いがまとめられている。

第二章の「よみがえるか山河」で

は，森での体験を中心に，第三章

の「水源の山に生きて」では，ふ

るさとの日常の出来事や林業への

考え方が自由に描かれている。

　この本は明るいと先に紹介した。

それは心の熱い人が山で生き抜く

姿があるからである。仕事の対象

が森林でなくてもよかったのかも

しれない。今，このような生き方，

考え方の人ばかりではない。いや

例外であろう。

　読者は，森を育て人を育てる仕

事に情熱を傾けるこの著者の生き

方に共感し，ある種の憧れを感じ

るのではないだろうか。輝くもの

と心に残るものがこの本にはある。

（日本大学生物資源科学部
教授／木平勇吉）

　立春を過ぎた 2月の週末，土曜日に東京郊外の

高尾山に出かけた。前日までは雨模様であったの

だが，当日は曇りのち晴れとまずまずのハイキン

グ日和となった。陽光の当たる尾根コースを登る

こと 2時間弱，運動不足の身体には少々きつかっ

たが，汗をかきかき山頂へ無事到着することがで

きた。さっそく持参の弁当を広げ食べ始めたもの

の，じっとしていると歩行中は熱かった体もぐん

ぐん冷えてしまい，寒さを感じた。弁当を早々に

食べ終え，寒さを忘れるため付近を歩き回った。

　当方スギ花粉症患者の一員ではあるが，鼻セン

サーには反応がなく，スギ花粉はまだ飛散してい

ないことを体感した。

　午後のひと時，山頂にあるビジターセンターが

定例で行っているガイドウォークに参加した。今

まで何回も高尾山に登っているものの，気づくこ

とのなかったことを多く知る絶好の機会となった。

初めて知る昆虫の越冬状況の解説は，とても興味

深かった。まず最初に，蛾
が

の繭を見た。次いで，

それがどこにあるかを参加者全員で探した。その

繭が，近くの樹木の高い枝先にあることを参加者

が見つけた。その繭は，樹木に葉があるときは，

まず発見できないとのこと。落葉した枝先にあっ

ても，全くふつうの葉にしか見えないのである。

一般ハイカーは，だれ一人気づかず通り過ぎてい

く。それほど自然に溶け込んでいるのだった。自

然界の生物は，皆，特技を持って生きているのだ

と感動した。このほか，動物の糞
ふん

・獣道・イノシ

シの活動跡等を見て，それぞれの解説を聞いた。

また，リスの棲
すみ

処
か

が樹木の高い枝にあった。その

棲処はモジャモジャとつくられており，そのモジ

ャモジャの材料としてスギの樹皮が用いられてい

るとのこと。ちなみに，ムササビの棲処にも同様

にスギの樹皮を使った布団のようなものがあると

いう。このため，スギ花粉症対策の一環としてス

ギを悪と位置づけ，スギを伐採するとリスやムサ

サビが家をつくるときに困ってしまうのだと，子

どもにもわかりやすい言葉で参加者に訴えていた。

　その言葉を聞きながら，「スギがなくなると人

間の家づくりも困るな」と，ふと思ったのだった。

　帰り道，この時期限定で鉄道会社が行っている

「冬そばキャンペーン」に賛同し，五感をフルに

稼働させ味わってから電車に乗り込んだことは言

うまでもない。

（3時の男）

いた渡りの道（コリドー，ネット

ワーク）の形成を，と呼びかける。

鳥と人間がお互いに干渉し合うこ

となく共存できるからだ。

●諸塚村―教育立村とおかみさ

んパワー〔上善氏〕知る人ぞ知

る諸塚村。道路整備率日本一（約

60m/ha），切捨て間伐はほとんど

なし，モザイク模様の山林（スギ・

ヒノキ：広葉樹＝ 7：3，造林地面

積の比率も同様），シイタケ生産

盛ん，不在村所有防止のシステム，

後継者の育成と定住等々。村での

収入や生活を支える知恵の源泉は

教育と，よく働くおかみさんパワ

ーにあるという。教育立村を支え

る自治公民館は，人口 2千人の村

内に 16箇所を数えるそうだ。

●「総合的学習の時間」〔小澤氏〕

カリキュラム編成に苦慮している

小学校の例が語られた。竹林，山

菜，水田，（おそらく生活）教育

など，今回のシンポ自体，ヒント

が満載だったと思う。

　（普及部編集担当／吉田　功）
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Ⅰ .昨年の本誌『森林技術』の内容についてお聞かせください。

Q1　業務等の参考・情報収集に役立っていますか。

Q2　どの記事が主に役立っていますか。

Ⅱ .次の各項目の紹介スペースの増減のご要望についてお聞かせください。

Q3　「森林技術賞」

Q4　「森林技術コンテスト」

Q5　「学生森林技術研究論文コンテスト」

Q6　「学術研究奨励金」

Q7　「日本森林学会大会短信」

Ⅲ .次の記事候補につきご意見をお聞かせください。

Q8　「間伐材の利活用や木材の需要拡大」について，関心の深い切り口をお聞かせく

ださい。

Q9　「温暖化防止」「生態・環境」「施業」「森林の機能」「伐採・搬送・林道等」について，

記事スタイルのご要望をお聞かせください。

Q10　「森林景観・森林空間利用」「緑化・ボランティア活動」「森林認証」「森林リモー

トセンシング」「森林の保全・災害防止」について，年に何本ぐらいなら記事があ

ってもよいですか。

Q11「海外林業協力」「遺伝・育種」「その他」について，どのような記事をお読みにな

りたいですか。

Ⅳ .その他

Q12　『森林技術』に関するその他ご要望がありましたら，お聞かせください。

Ⅴ .ご回答の方についてお尋ねします。

Q13　ご所属の支部・本部直結の別をお示しください。

Q14　ご年齢をお示しください。

アンケートにご協力を
●より親しまれる誌面づくりを心がけたいと思います。皆様のご意見をお聞かせください。
●見開き左ページに質問を，右ページに回答欄を置きました。
●右ページを原寸（B5）または A4に拡大コピーしてファクシミリにてお送りください。

●このアンケートに関するお問い合わせは，普及部編集担当の吉田

（Tel 03-3261-6968）までお願いします。

●昨年，一昨年は，主に支部幹事の皆様にお尋ねしました。

●最近の本誌へのご要望は，

①川下・川中情報の充実，

②科学的に裏付けされた諸技術の紹介，

③それらに加えて，将来展望，政策の動きなどを初心者にも配慮

しながらバランスよく構成，

　のようにまとめられました。

●平成 17年度は，これらのご意見に留意しながら編集作業を進め

させていただきました。18年度も，皆様のご意見・ご要望に沿

う誌面づくりに努力したいと思います。
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Ⅰ．Q1（一つに○）　1.役立っている　2.普通　3.役立っていない

　　Q2（一つに○）　1.論壇　2.今月のテーマ　3.コラム記事　4.会員投稿記事

Ⅱ．（紹介スペースの増減につき，それぞれの問いに対して一つに○）

　　Q3　「森林技術賞」 1.スペース増 2.簡潔に 3.現状可

　　Q4　「森林技術コンテスト」 1.スペース増 2.簡潔に 3.現状可

　　Q5　「学生森林技術研究論文コンテスト」 1.スペース増 2.簡潔に 3.現状可

　　Q6　「学術研究奨励金」 1.スペース増 2.簡潔に 3.現状可

　　Q7　「日本森林学会大会短信」 1.スペース増 2.簡潔に 3.現状可

Ⅲ．Q8（複数回答可）

　　　　1．　施策の動向・解説

　　　　2．　利活用の取り組み事例（どういうものに使うか）

　　　　3．　需要拡大の取り組み事例（どういう所に売り込むか）

　　　　4．　製材・乾燥・加工業界の動向（どういう材を欲しているか）

　　　　5．　啓蒙・普及活動の報告・事例

　　　　6．　木材と競合する資材の動向

　　　　7．　間伐材の搬出技術・工夫

　　　　8．　その他

　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　Q9（複数回答可）

　　　　1．　理論的な提言・考察

　　　　2．　制度・政策の解説（考え方を主に）

　　　　3．　実践的な（先進）事例紹介（具体的な運営・運用方法を主に）　

　　　　4．　最近の動向（トピックス）の紹介

　　　　5．　その他

　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　Q10（一つに○）

　　　　1．年に 1～ 2本　2．年に数本　3．その他〔　　　　　　　　　　　　　〕

　　Q11（複数回答可）

　　　　1．　一個人の目を通して見た裏話・思い・秘話などの随想・体験記

　　　　2．　協力先国の，それぞれ代表的な施業体系・育種成果の紹介など

　　　　3．　その他

　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

Ⅳ．Q12

Ⅴ．Q13（一つに○）　1．国有林（教育機関を含む）　2．独立行政法人　3．都道府県

（試験・研究機関を含む）　4．大学（学生を含む）　5．本部直結

　　Q14（一つに○）　1．10代　2．20代　3．30代　4．40代　5．50代　6．60代～

『森林技術』アンケート回答欄（2006年 3月）

ファクシミリの送り先　⇒　03－ 3265－ 6707

（

（
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〈日本森林技術協会催し等の募集のお知らせ〉照会等は，当協会普及部まで。

《日林協大賞》 ◇応募資格：特に制限ありません。［締切：平成18年3月15日（消印有効）］
森林分野にかかわる政策・技術・研究等成果の提言，解説，エッセイ，随筆，および自己体験記等の
作品を募集。共同執筆も可。受賞点数 2点（賞金各 100万円） 募集案内は 2月号（48p）に掲載

第 52回《森林技術賞》 ◇所属支部長推薦［締切：平成 18年 3月 31日］
森林・林業にかかわる技術の向上に貢献し，森林・林業振興に多大な業績を上げられた方に贈
られます。本賞は，半世紀近くの歴史を重ね，森林・林業界を代表する賞の一つとなっています。

第 52回《森林技術コンテスト》 ◇所属支部長推薦［締切：平成 18年 4月 20日］
わが国森林・林業の第一線で実行・指導に従事されている技術者の，業務推進の中で得られ
た成果や体験等の発表の場として本コンテストを開催しています。

第 17回《学生森林技術研究論文コンテスト》
◇大学支部長推薦［締切：平成 18年 3月 15日］

森林・林業にかかわる技術の研究推進と若い森林技術者の育成を図るため大学学部学生を対
象として，森林・林業に関する論文（政策提言も含む）を募集しています。

◎情報技術部
　2/20，於スクワール麹町（東京・
四ツ谷），平成 17年度アジア東
部地域森林動態把握システム整備
事業第 3回調査等委員会。
　2/24，於スクワール麹町（東京・
四ツ谷），平成 17年度森林資源
調査データ解析事業（リモートセ
ンシング資源解析事業）第 3回調
査委員会。
◎森林情報士事務局
　2/24，於本会，森林情報士 2
級資格養成機関登録委員会。

協会のうごき

● 平成 18年度の「森林情報士養成研修」および「林業技士・森林評価士養成研修」の受講募集は，本誌 5月
号（5月 10日発行予定号）綴じ込み，本会ホームページ（5月初旬ごろ）等でお知らせの予定です。もう少々
お待ちください。

　来年度の受講募集のお知らせ森林情報士・林業技士

● 異動の時期となってまいります。会誌の送付先に変更のある方，お届け先の住居表示に（合併等による）変
更などがある方は，本会会員事務担当までファクシミリ 03-3261-5393でお知らせください。

会員事務 　異動等のご連絡を

●平成 17年度の会員配布図書は，渡邊定元著『富士山自然の森づくり―理論と実践―』です。
●なお，同書の会員の皆様へのお届けは，今月末近くになる見込みです。

平成 17年度　会員配布図書のお知らせ
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